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「薬物乱用防止教育に関する指導」分科会  
 
 
 
 
 
Ⅰ 研究の概要 
１ 主題設定の理由 

近年、青少年の薬物乱用が極めて大きな問題となっている。中・高校生の覚せい剤事犯検

挙者数は高水準で推移しており、高校生が学校で薬物を使用するなど、薬物は確実に青少年

層に拡大している。インターネットや携帯電話の急激な普及により、インターネットを介し

て売買が行われたり、密売人組織が携帯電話を使い街頭で無差別に覚せい剤の販売を行った

りして、これを中・高校生が好奇心やファッション感覚で購入し使用するといった犯罪が目

立っている。また、薬物への警戒感が薄れ、薬物犯罪に対する規範意識の低下が見られてい

る。さらに、薬物に関する正しい知識をもたない青少年が、興味本位で薬物にかかわるなど、

薬物乱用の問題を深刻化させている。     

厚生労働省の実態調査によると、覚せい剤の初回使用の契機となった人物は、密売人など

の「知らない人」よりも友人や知人などの「知っている人」の方が多い。この実態から、児

童・生徒は知り合いから薬物乱用を勧められるという断りにくい状況になったときにも、一

人一人が正しい意志決定や行動選択を行い、適切に対処できるようにならなければならない。 

このような現況を踏まえると、児童・生徒の薬物乱用を防止するには、児童・生徒が薬物

に関する正しい知識を習得するための指導とともに、情報を適切に選択し正しい意志決定や

行動選択ができるようにするための指導が必要である。一方、基礎・基本の確実な定着を図

り、自ら学び考える力などの「確かな学力」をはぐくむという新しい学習指導要領のねらい

を実現するため、児童・生徒に「個に応じた指導」を充実することが求められている。この

ことからも、薬物乱用防止教育においても一人一人に応じた指導を行うことが必要である。 

  以上のことから、本研究では今までのロールプレイングやブレインストーミングなどの指

導方法に加えて新たな指導方法を取り入れ、発達段階や個を取り巻く状況を踏まえた「個に

応じた指導」を充実させることで、青少年の薬物乱用防止を実践していきたいと考え本主題

を設定した。 

 

２ 研究のねらい 

(1)  個に応じた指導方法を明らかにする。 

(2)  個に応じた意志決定・行動選択の能力を身に付けるための指導方法、指導形態を工夫す

る。 

 

３ 研究仮説の設定 

  児童・生徒が抱えている課題は、個を取り巻く状況によって様々である。薬物乱用を防止

するためには、児童・生徒が薬物に関する正しい知識を習得し、薬物乱用を防止する方法を

研究主題 
個に応じた薬物乱用防止に関する指導の工夫 
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学習し、個の状況に応じた課題を解決することが必要である。 

  そこで本研究では、薬物乱用防止を目指すために育てたい児童・生徒像を、「薬物に関す

る正しい知識を習得している児童・生徒」、「意志決定・行動選択の能力を身に付けている児

童・生徒」とする。 

このような児童・生徒を育てるためには、実態を把握した上で発達段階に応じた指導計画

を立て、薬物に関する正しい知識を伝達すること、個に応じた意志決定・行動選択の能力を

身に付けさせる指導方法、指導形態を工夫することが必要であると考え、本研究では次のよ

うに研究仮説を設定した。 

 

 

 

 

 

「薬物乱用防止の意識」 

・薬物乱用防止の意識は、薬物に 

対する正しい知識を基に、意志 

決定・行動選択の能力を積み重 

ねることによって身に付くもの 

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 研究の方法 

(1)  基礎研究 

先行研究の分析と参考文献の収集を行う。 

(2)  調査研究 

   児童・生徒を対象とした薬物乱用防止に関する実態調査を行い、分析し考察する。 

(3)  指導計画 

   小学校、中学校、高等学校、盲・ろう・養護学校の各校種において、薬物乱用防止教育

に関する年間指導計画例を作成する。 

(4)  実証授業 

   個に応じた指導内容、指導方法、指導形態の工夫を考え、学習計画を作成する。それを

もとに実証授業の実践をし、評価を行う。 

 

薬物に関する正しい知識を習得させ、意志決定・行動選択の能力を身に付けさせる個

に応じた指導方法の工夫により、薬物乱用防止の意識を高めることができるであろう。 
 

研究仮説 

意志決定・行

動選択の能力 

薬物に関する 
正しい知識 

薬
物
乱
用
防
止
の
意
識 

個に応じた指導 

個に応じた指導 
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意志決定・行動選択の能力 

５ 研究の視点 
  本研究に取り組むにあたって、着目した点は「個に応じた指導」である。児童・生徒を取

り巻く状況は様々であり、薬物乱用防止の意識の高い児童・生徒を育てるには、発達段階や

取り巻く状況を踏まえ、個に応じた指導を行うことが必要不可欠である。 
(1)  一人一人が薬物に関する正しい知識を習得するための指導 

児童・生徒が薬物に関する正しい知識をもたなければ、薬物への抵抗感・警戒感が希薄

になり薬物乱用の問題を深刻化させてしまう恐れがある。そのため、薬物乱用を防止する

には、まず、一人一人の児童・生徒が正しい知識を習得することが大切であることから、

その指導方法を開発する。 

(2)  一人一人が意志決定・行動選択の能力を身に付けるための指導 

正しい知識があっても、そのときの各自の精神状態や周囲の状況等によっては、正しい

行動ができない場合がある。薬物乱用を防止するには、周りに左右されずに一人一人が情

報を適切に選択し、正しい意志決定・行動選択をすることが重要である。指導方法として

は実際に薬物に誘われた場面を想定することにより、どんな状況でも薬物の誘いに乗らな

い強い意志決定・行動選択の能力を身に付けることができるような指導方法を開発する。 

「薬物に関する正しい知識と意志決定・行動選択の能力との関連」 

・薬物に関する正しい知識と意志決定・行動選択の能力が共に身に付くことによって、薬物乱

用防止の意識は高まる。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

なお、本研究において使用する文言については以下のように考えた。 

薬物 一般に使用されている医薬品から、麻薬や覚せい剤などの１回使用し

たり、所持したりするだけでも法に触れるものまでを指し、発達段階

に応じて、「薬物の害」や「薬物と健康」として取り上げていくことと

する。 

意志決定・行動

選択の能力 

自分の置かれた状況において、いくつかの選択肢の中から最善と思わ

れるものを選択し、それに基づいて行動する能力 

（これらを身に付けることによって、周囲に惑わされることなく、自

分の意志と責任による、より良い選択をすることができる） 

薬
物
に
関
す
る
正
し
い
知
識 

薬物乱用防止の意識を高める 
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６ 研究構想図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

社会的背景 

・ 薬物乱用者の低年齢化 

・ 通信技術の発展と薬物関連犯罪の増加 

・ 社会治安の悪化 

児童・生徒の実態 

・ 薬物に関する知識不足 
・ 規範意識の低下 
・ 薬物に対する危険性の認識不足 

研究仮説 

薬物に関する正しい知識を習得させ、意志決定・行動選択の能力を身に付けさ

せる個に応じた指導方法の工夫により、薬物乱用防止の意識を高めることができ

るであろう。 

研究のねらい 

・ 個に応じた指導方法を明らかにする。 
・ 個に応じた意志決定・行動選択の能力を身に付けるための指導方法、指導形態

を工夫する。 

研究の成果と今後の課題

育てたい児童･生徒像 

・ 薬物に関する正しい知識を習得している児童・生徒 

・ 意志決定・行動選択の能力を身に付けている児童･生徒 

研究主題 

「個に応じた薬物乱用防止に関する指導の工夫」 

研究の内容 

一人一人が薬物に関する正しい知識を習得するための指導 

・児童・生徒が、薬物に関する正しい知識を習得するために有効な個に応じた

指導方法を開発する。 
 一人一人が意志決定・行動選択の能力を身に付けるための指導 

 ・どんな状況でも薬物の誘いに乗らない強い意志決定・行動選択の能力を身に

付けることができるような個に応じた指導方法を開発する。 
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名前を聞いたことがある薬物

0 20 40 60 80 100

シンナー

覚せい剤

大麻

麻薬

コカ イ ン

アヘン

ヘロイ ン

モルヒネ

LSD

知っているものはない 小

中

高

Ⅱ 研究の内容 

１ 調査研究 

(1) 目的：児童・生徒の薬物に対しての知識、意志決定・行動選択の能力、意識について実態

と関連性を把握する。 

(2) 方法：質問紙法（選択肢記入）による。 

(3) 対象：「薬物乱用防止教育に関する指導」分科会研究員所属校 

小学校４年生から高等学校３年生及びろう学校中等部の児童・生徒 

 小学校 中学校 高等学校 ろう学校(中等部) 合計（人）

人 数 １，３３５ ７８０ ６８１ ８ ２，８０４

(4) 実施時期：平成１６年７月１２日（月）～７月１６日（金） 

(5) 調査仮説：薬物に関する知識があり、意志決定・行動選択の能力が身に付いている児童・ 

    生徒は、薬物乱用防止の意識が高いであろう。 

(6) 調査の結果 

① 名前を聞いたことがある薬物について      ＜分析・考察＞ 

薬物に関する知識のうち、実際に

聞いたことがある薬物の名称をた

ずねたところ、中・高校生では『麻

薬』『覚せい剤』『シンナー』につい

ては 90％以上が、小学生は 55％～

80％が聞いたことがあると答えて

いる。『知っているものはない』と

回答した児童・生徒は、小学生

12.0％、中学生 2.4％、高校生 0.6％
と名称についての認識は、年齢が上

がるにつれ高くなっている。 
 ② 薬物のもつイメージについて 

薬物に対してどのようなイメ

ージをもっているのかの質問に

対して、正しい知識としてのイ

メージ『心や体に害がある』  
『使用保持は悪いこと』『犯罪に

巻き込まれる』という項目に

小・中・高校生ともに 50％以上

の回答を得ているが、中学生よ

り高校生の認識が低くなってい        

るため、発達段階に応じた系統化した薬物乱用防止に関する正しい知識をもたせる続けること

が必要である。また、誤った知識のイメージ『よい気持ちになる』『ダイエット効果がある』『眠

気を覚ます』については小・中・高校生と年齢が上がるにつれて高くなっている。 

　薬物のもつイメージ

0 10 20 30 40 50 60 70 80

かっこいい

良い気持ちになる

ダイエット効果

眠気を覚ます

一回だけなら害はない

一回でも使うと 止められない

犯罪に巻き込まれる

使用保持は悪い

心や体に害がある

小

中

高
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③ 薬物の害について 

薬物の害について知っている項目は、

60％～80％の中・高校生のほとんどが

体に何かしら影響があると認識してい

る。『知らない』と答えた児童・生徒の

割合が小学生 16.8％､中学生 5.7％､高校

生 7.9％と薬物の名称よりも『知らない』

割合が高くなっている。特に『一回でも

死亡することがある』という認識は小学

生で 37.2％、中学生で 29.6％、高校生

では 28.5％と低くなっている。全体的

に中学生より高校生の方が害に対して

の認識が甘い。 
 

④ 「薬物の害の知識」と「薬物を誘われたとき」のクロス集計 
 
 
 
 
 
 

薬物の害 8 項目について全てを知っている児童・生徒を「知識がある」、5～７個を「少し

ある」、2～4 個を「あまりない」、1 個以下を「ない」と分類し比較した。その結果、薬物の

知識がある児童・生徒は、正しい意志決定・行動選択ができる。しかし、薬物を【友達・先

輩に誘われたれたとき】には、小・中・高校生とも知識の有無に関係なく『その場にならな

いとわからない』と答えている児童・生徒が多くなっている。知識があっても、【友達・先輩

などの身近な人から誘われたとき】には、『断る』という意識が低くなる。 
 

⑤ 「薬物の害の知識」と「薬物乱用防止の意識」のクロス集計 
「知識がある」「少しある」児童・生

徒は、80％以上が『絶対ダメ』と答えて

おり、薬物乱用防止の意識が高い。また、

「知識がない」児童・生徒の 49.6％が、

『個人の自由』『わからない』と答えて

いる。薬物乱用防止には薬物の正しい知

識が必要であると考える。 
しかし、知識があっても『個人の自由』と答えている児童・生徒は小学生で 6.0％、中学

生で 15.6％、高校生で 17.6％を示しており、薬物乱用は法で禁じられていることであり、個

人の判断は許されないことを強く指導していく必要がある。 

薬物の害について

0 10 20 30 40 50 60 70 80

知らない

一回でも死亡する

薬が切れると疲れ、苦しみを感じる

一回でも異常興奮やる気喪失

やめても幻覚がある

次第に量が増える

続けると神経に障害

自分の意志でやめられない

続けると体に障害

小

中

高

 

知らない人に誘われとき

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ない

あまりない

少しある

知識がある

断る その場にならないとわからない 断れない

友達・先輩に誘われたとき

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

ない

あ まりない

少しあ る

知識があ る

断る その場に なら ない とわから ない 断れない

知識と薬物乱用防止の意識のクロス集計

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ない

あまりない

少しある

知識がある

絶対ダメ わからない １回だけ 個人の自由



 7

⑥ 「自分の考えが言えるか」と「薬物乱用防止の意識」のクロス集計 
自分の考えをいつも言える児童・生徒は、

薬物を使うことに対して『絶対ダメ』という

意識が高い。自分の考えを言えない児童・生

徒は『その場にならないとわからない』と答

えた割合が高くなっていた。『個人の自由』

と答えた割合がどの項目でも 15％前後いた

ことにも注目したい。 
 

⑦ 「薬物を誘われたらとき」と「薬物乱用防止の意識」のクロス集計 

知らない人に薬物を誘われたとき

0% 20% 40% 60% 80% 100%

断る

わからない

断れない

絶対ダメ その場に ならない とわからない １回だけ 個人の自由

友達・先輩に誘われたとき

0% 20% 40% 60% 80% 100%

断る

わからない

断れない

絶対ダメ その場に ならない とわからない １回だけ 個人の自由

 
薬物を誘われたとき「断る」と答えた児童・生徒は、【知らない人】のとき 76.9％、【友達・

先輩】のとき 85.9％が『絶対ダメ』という意識をもっている。しかし、薬物を【友達・先輩】

に誘われたときに「断れない」と答えた児童・生徒では、『１回だけ』『個人の自由』が 55％
を超え、『絶対ダメ』という意識をもつ児童・生徒は 29.4％と低かった。身近な人から誘わ

れたとき、薬物乱用は絶対にダメという意志決定・行動選択の能力にも影響を及ぼしている。 
 

⑧ 「自分の考えを言えるか」と「薬物使用を誘われたとき【友達・先輩】」のクロス集計 
友達・先輩に薬物使用を誘われたときに、自分の考え

を言える「思う」児童・生徒は、92％が「断る」と答え、

「思わない」児童・生徒は、「わからない」「断れない」

が 12.6％で、「断る」と答えたのは 87.4％だった。日ご

ろから自分の考えをきちんと話せる児童・生徒の方が薬

物を誘われたときに断るという意識が高い。 
(7)  調査結果のまとめ 

調査の結果、薬物乱用の害の正しい知識と高い意志決定・行動選択の能力を身に付けて

いる児童・生徒は薬物乱用防止の意識も高いことがわかった。したがって、薬物乱用の害

の正しい知識をもたせ、日常の人間関係からいけないと思ったら、きちんと断る等の対人

関係スキル等を身に付けさせることにより意志決定・行動選択の能力を高めることができ

れば、薬物乱用防止の意識を高めることができる。また、今までの一斉指導では、十分個

に応じられていないため、早い段階で個に応じた薬物乱用防止の指導や意志決定・行動選

択の能力を高める指導の工夫が必要であると考えた。 
 

自分の考えを言えるかと薬物乱用防止の意識

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いつも言える

大体言える

あまり言えない

言えない

絶対ダメ その場にならないとわからない １回だけ 個人の自由  

友達・先輩に誘われたとき

0% 20% 40% 60% 80% 100%

思う

思わない

断る その場にならないとわからない 断れない
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２ 年間指導計画例（重点はゴシック体） 

＊３…保健室にて指導する保健指導 ＊４…だんくんとは、薬物乱用防止に関する指導部会オリジナルキャラクター  

 小学校１年生 小学校２年生 小学校３年生 小学校４年生 小学校５年生 小学校６年生 

目 
 

標 

■自分を大切にする心をもつ                        

■善悪の判断をして行動する事ができる               

■薬物の正しい使い方を知る 

                  ■自分と共に友達を大切にする心をもつ            

                   ■社会のル－ルを守って行動する                          

                    ■たばこやアルコ－ルの害について知る 

 

■薬物などから自分や友達を守ろうとする態を身に付ける

■節度を守り節制を心がけ、正しい判断をして行動する 

■薬物が及ぼす害について知る         

１ 
 

学 
 

期 

道 徳   

「ありがとう」 

４－② 

・家族を大切に思う。 

 

 

道 徳   

「お父さんの作った凧は

世界一」 

４－② 

・家族を大切に思う。 

 

 

 

道 徳   

｢試合の日」 

２－③ 

・友達を大切に思う。 

 

 

 

 

 

 

体 育  

「毎日の生活と健康」 

 

道 徳   

「目覚まし時計」 

１－① 

・節度を守る。 

 

 

 

道 徳   

「盆踊りと鉄橋」 

１－① 

・節度を守る。 

 

 

 

道 徳   

「あと、少しなのに」 

４－① 

・規則を守って行動する 

 

 

 

 

 

 

 

前 
 
 
 
 

期 

２ 
 

学 
 

期 

道 徳   

「こんどからは」 

１－① 

・節度を守って、生活する。 

 

 

道 徳   

「ル－ルじゃないけど」 

１－① 

・節度を守って、生活する。 

 

特別活動 ＊１＊４ 

「だんくん、 

どうするの？」 

薬の正しい使い方を知る。 

意志決定 

“ケ－ススタディ” 

＊１ 

この題材は１年で扱っ 

ても良い。 

道 徳   

「決まりじゃないか」 

４－① 

・ル－ルを守って行動する。

 

 

道 徳   

「雨のバス停で」 

４－① 

・ル－ルを守って行動する。

 

特別活動 ＊２＊４ 

「だんくん断る２」 

アルコ－ルの害から身を

守る。 

意志決定・批判的思考 

“スゴロ－ル” 

＊２ 

この題材は、３年～５

年で扱う。 

道 徳   

「入選」 

１－⑥ 

・自分のよさを大切にする。 

 

 

道 徳   

「外灯」 

１－① 

・社会のル－ルを守って行

動する。 

 

 

 

 

後 
 
 
 

期 

３ 
 

学 
 

期 

道 徳   

「お弁当」 

４－② 

・家族の愛のありがたさを

知り、自分を大切にする。 

 

 

道 徳   

「おとなと子ども」 

４－② 

家族の一員としての自覚

をもち、行動する。 

道 徳   

「やくそく」 

２－③ 

・友達のよさを知り、互いに

助け合う心をもつ。 

 

特別活動 ＊２＊４ 

「だんくん断る１」 

たばこの害から身を守る。

意志決定・批判的思考 

“ブレインスト－ミング” 

“ロ－ルプレイング” 

＊２ 

この題材は、３年～５

年で扱う。 

道 徳   

「きらいだ！」 

２－③ 

・友達と互いに助け合い、

支え合う心をもつ。 

 

体 育  

「育ちゆく体とわたし」 

道 徳   

｢時間通りに｣ 

４－① 

・規則を守る大切さを知

り、行動する。 

 

 

 

道 徳   

「それでもぼくは・・・」

１－⑥ 

・自他のよさを認め、努力

する。 

体 育  

「病気の予防」 

薬物乱用防止、喫煙防止

特別活動  

「１回でもだめなこと」 

薬物乱用防止、喫煙防止 

意志決定・批判的思考 

“スゴロ－ル” 

“アドバイス・スタディ” 

 

＊３ 薬の使い方（外科的） 薬の使い方（内科的） たばこの害 アルコ－ルの害 脳の働き（脳の構造） 脳の働き（脳の発達）
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＊５…保健室にて指導する保健指導。 

 中学校１年生 中学校２年生 中学校３年生 高等学校１年生 高等学校２年生 高等学校３年生 盲・ろう・養護学校

目 
 

標 

■ 薬物乱用が健康や社会に及ぼす影響及び社会的対策について知

識を身に付け、理解する。 

■ 薬物乱用問題の重要性を知り、関心をもつ。 

■ 薬物乱用に関わる要因に気付き、しないという意志決定のための

能力を身に付け、自らの生活をコントロ－ルできる。 

■ 薬物の乱用が心身の健康や社会に及ぼす影響について正しく理

解する。 

■ 薬物乱用を許さないという強い意志決定と望ましい行動選択を

することが生涯にわたる健康に大きな影響を与えることを理解す

る。       

基本的には障害のない

児童・生徒等と同じで

あるが、障害を克服し、

社会的に自立していく

ことを目指して、その

障害の種別や状態に応

じてそれぞれの目標を

設定する。 

１ 
 

学 
 

期 

道 徳   

「木箱の中の鉛筆

達」１－⑤ 

・くじけない心 

・強い意志 

 

 

 

道 徳   

「二つのエピソ－

ド」４－② 

・法や決まりを守る 

 

 

 

 

道 徳   

「やさしいうそ」 

１－⑤ 

・くじけない心 

・強い意志 

 

保健体育  

「健康な生活と疾病

の予防」 

・視聴覚教材 

・調べ学習 

・発表 

 

２ 
 

学 
 

期 

道 徳   

「生命の誕生ってす

ばらしい」３－② 

・生命の尊重 

 

道 徳   

「人に迷惑をかけな

ければいいのか」 

４－② 

・法や決まりを守る 

 

保健体育   

「心身の機能の発達

と心の健康」 

・身体の発達に伴う

健康への被害 

道 徳   

「いのちのきずな」 

３－② 

・生命の尊重 

特別活動  

「誘惑に負けない意

志を身に付けよう」

①意識、関心度及び

習熟度を把握するた

め事前に調査する 

②ブレインスト－ミ

ング 

特別活動  

「意志決定をしよ

う」 

（グル－プワ－ク）

ブレインスト－ミン

グ 

→ケ－ススタディ→

フィ－ドバック→シ

ェアリング 

特別活動  

テ－マ毎の多展開授

業（少人数学習） 

 

①意識、関心度及び

習熟度を把握するた

め事前に調査する 

②グル－プワ－ク 

 

特別活動  

グル－プワ－ク 

（小集団個別学習） 

各自が自分にとって

興味・関心の高い問

題を自分の意志で決

定し、主体的に学習

する。 

インタ－ネットや図

書館の書籍や資料な

どを活用し、学習方

法・調査方法を学ぶ。

さらに学習結果をま

とめ、作品化にして

いく。 

＊作品の一例として

論文及び視聴覚作品

作り（ＣＤ－ＲＯＭ

やＶＴＲの作成。ポ

スタ－製作など）が

あげられる 

＜事前の活動＞ 

意識・認識調査を実

施し、年間を通して

活動する内容・方法

について理解する 

３ 
 

学 
 

期 
特別活動  

「ＰＲプレゼンテ－

ション」 

①全体指導 

②個別調べ学習 

③グル－プワ－ク 

④発表 

 

保健体育   

「欲求やストレスへ

の対処と心の健康」 

・ストレスの対処法 

特別活動  

「薬物乱用防止講

話」 

・専門家による講演 

 

 

特別活動  

「キャラバンカ－活

用学習」 

・専門家による講演

・キャラバンカ－内

における指導 

特別活動  

事後学習とまとめ 

①教科及び保健学習

で学んだことをまと

める 

②３年生以上の発表

を聞く 

 

 

特別活動  

事後学習とまとめ 

３年生以上の発表を

聞く 

 

特別活動  

「断る」スキルを身

につける（確認） 

①シナリオづくり 

②演習 

③シェアリング 

特別活動  

それぞれの学習成果

の発表を聞き、意見

や感想をシェアリン

グする。 

 

特別活動  

薬物乱用防止に対す

る適切な行動選択が

できることを確認す

る 

盲・ろう・養護学校

では、１２年間を見通

した上で、児童・生徒

の年齢や発達段階に応

じて、指導する時期や

指導内容・方法を創意

工夫していくととも

に、学校生活全体の中

で、健康な生活につい

て繰り返し指導を行っ

ていく。 

 

 

 

*５ たばこの害、アルコ－ルの害、薬物の害、正しい医薬品の使い方              

保健体育 

〇現代社会と健康 

「薬物乱用と健康」・『医薬品と健康』

『健康にかかわる意志決定・行動選

択』 

『意志決定・行動選択に必要なもの』

〇生涯を通じる健康 

○社会生活の健康 

○指導内容 

家族や社会生活 

・家族について 

・健康な生活（健康

と環境、病気の予

防） 

・犯罪について 

・人とのかかわりか

た 

（コミュニケ－ショ

ン） 
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３ 学習計画例 

＜小学校 第６学年＞ 
学習計画  

時 
観点 目標 学習内容 

関心 

意欲 

態度 

薬物乱用を誘われても絶

対にしないという意志をも

とうとする。 

思考 

判断 

シンナーや麻薬などの薬

物が、心身の健康に悪影響を

及ぼす原因となることにつ

いて考えることができる。

体
育
（
保
健
領
域
） 

１
時 

知識 

理解 

薬物乱用が心身に及ぼす

害や社会に悪影響を与える

ことを理解する。 

・シンナーが脂肪を溶かす

実験などから、薬物乱用

の害について正しい知識

を身に付ける。 

・新聞記事から、薬物乱用

によって失うものの大き

さを考える。 

・薬物乱用を繰り返してし

まう理由を考え、薬物の

依存症について知る。 

関心

意欲 

態度 

薬物乱用防止に関する意識

を高めるとともに、薬物乱用防

止について的確に対応しよう

とする意志をもとうとする。

思考

判断 

薬物を乱用するきっかけ

について考え、誘われたとき

の対処の方法を身に付け、的

確な行動を考えることがで

きる。 

技能

表現 

自分や友達が薬物乱用を

誘われたときの対処の方法

を自分の言葉や態度で表現

し、薬物を絶対しないと言う

意志を表現している。 

特
別
活
動
（
学
級
活
動
） 

２
時
・
３
時 

知識

理解 

 

薬物乱用の誘いに対して、

自他の身を守るために、薬物

乱用の害や的確な対処法を

身に付ける。 

・学習カードを使って、学

習を進め、薬物乱用の害

から身を守るスキルを身

に付ける。 

・「はっきりと断る」意志を

もち、断るスキルを身に

付ける。 

学習カードを通して、薬

物乱用に誘われたときの

対処の方法を身に付け、

誘惑に負けない強い意志

を養い、断り方のスキル

を身に付ける。 
・「薬物乱用の誘い」に対処

する方法を考える。 
様々な場面を想定して、

自分や友達の身の回りか

ら薬物乱用の害を遠ざけ

るための対処の方法につ

いて考えを深める。 

 

＜高等学校 第１学年＞ 

 

＜中学校 第３学年＞ 

 

＜ろう学校 中等部 第３学年＞ 
学習計画 

時 

観点 目標 学習内容 

関心
意欲
態度

薬物乱用と健康について、関心
を持ち、課題について積極的に
調べようとする。 

思考
判断

正しい情報を選択していくこ
とができる。 

保
健
体
育 

保
健
分
野

１
時 

知識
理解

薬物を乱用することにより、健康
に害があることを理解する。 

・インターネットを使っ
て、青少年の薬物乱用
状況を調べ、現状を把
握する。 

・薬物を乱用するきっか
けとなった要因につい
て理解する。 

関心
意欲
態度

薬物を乱用しないという意識
を高めながら、薬物乱用防止に
ついて対処する方法を身に付け
ようとする。 

思考
判断

薬物を乱用しない意志をもつ
ことができる。 

技能
表現

薬物を誘われたとき、知識を生か
して絶対に断る意志をもち、正しい
行動選択をしている。 

特
別
活
動
（
学
級
活
動
） 

２
時
・
３
時 

知識
理解

薬物乱用の誘いに対して、対処
の方法を学び、意志決定の大切
さを理解する。 

・薬物にはどのような種
類があるのかを知る。

・薬物を乱用するとから
だやこころにどのよう
な害があるのか理解す
る。 

・ワークシートを活用し
て、自分の立場に置き
換えて考える。 

・薬物乱用を防止する意
識をもち、自分の意志
で行動することを理解
する。 

学習計画 

 時
観点 目標 学習内容 

関心
意欲
態度

薬物乱用が健康に与える影響について、関
心をもち、意欲的に学習に取り組もうとす
る。 

思考
判断

 薬物乱用と健康について、自分の生活を振り返
り、日常生活に当てはめて考えることができる。

１
時 

知識
理解

 薬物乱用の行為が、健康を損なう原因にな
ることを知る。  

・薬物乱用と健康
（ガイダンス）
 

関心
意欲
態度

 薬物乱用と健康について、資料を見たり、
自分の生活を振り返ったりしながら、課題に
ついて調べようとしている。 

思考
判断

 薬物乱用と健康について、資料をもとに予
想したり、分析したり、整理したりすること
ができる。   

２
時 

知識
理解

 薬物乱用の行為が、健康を損なう原因にな
ることを知る。 

・薬物乱用の現状
と課題 

  
図書室やイン

ターネットを利
用した調べ学習 

関心
意欲
態度

 薬物乱用の防止について、自分の調べたこ
とや、仲間の発表をもとに、課題をまとめよ
うとする。 

思考
判断

 薬物乱用と健康について調べたことをも
とに、適切な意志決定や行動選択について考
えることができる。 

保 

健 

体

育

（

保

健

分

野
） 

３
時 

知識
理解

薬物乱用の行為をしてはいけないことと
その対処法について知る。   

・課題別学習発表
  
調べ学習の発表

関心
意欲
態度

 薬物乱用と健康について、仲間と協力した
り、意見を交換したりしながら、意欲的に学
習しようとする。    

思考
判断

 薬物乱用と健康について、自分の知識や学
習したことをもとに、適切な意志決定や行動
選択について考えることができる。 

技能
表現

 薬物乱用を防止するために、仲間との話し
合いの中で、自分の考えを的確に言葉で表現
している。 

４
時 

知識
理解

薬物乱用を防止するためには、適切な意志決
定と行動選択が必要であることを理解する。 

・意志決定・行動
選択について
の学習 

  
 

関心
意欲
態度

 薬物乱用と健康について、これまで学習し
てきたことをもとに、自分の考えや意見をま
とめ、課題を解決しようとする。 

思考
判断

 薬物乱用と健康について、これまでに学習
してきたことを日常生活に当てはめ、選択す
べき行動を判断できる。 

技能
表現

 薬物乱用と健康について、学習したことを
整理し、自分の健康維持に役立てようとして
いる。 

特

別

活

動

（

学

級

活

動
） 

５
時 

知識
理解

 薬物乱用の防止について、自分の知識や経
験をもとに課題を見付け、解決するための知
識を身に付ける。 

・事後学習 
 
  

学習計画  

時
観点 目標 学習内容 

関心 

意欲 

態度 

もし自分が薬物乱用をした

場合、どのような問題が起こり

うるか課題をもとうとする。。

思考 

判断 

薬物乱用に対して、現在どの

ような対策がとられ、これから

どのような対策が必要なのか

考えることができる。 

保
健
体
育
（
保
健
） 

１
時
・
２
時
・
３
時 

知識 

理解 

薬物乱用による心身の影響

について正しく理解する。 

・薬物乱用の実態 

薬物乱用の現状を把握

し、その心理・社会的要因

について認識する。 

・薬物乱用の健康影響 

薬物乱用による心身の影響

について正しく理解する。 

・薬物乱用がひきおこす社会

問題と対策 

薬物乱用による様々な社

会問題(社会的損失)を考

え、問題解決に向けて、一

人一人が何をできるか認識

する。 

関心 

意欲 

態度 

他者とのかかわりの中で、断

れない、断りづらい状況を考え、

そのことに対する正しい意志を

もとうとする。 

思考 

判断 

意志決定に必要な情報を収

集し、その情報に基づき主体的

に考えた上で判断する能力を

もつことができる。 

技能 

表現 

薬物を誘われるというケー

スに対し、習得した知識をもと

に自分の考えを作り上げ、具体

的な言葉や態度で表現してい

る。 

特
別
活
動
（
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
） 

４
時
・
５
時 

知識 

理解 

正しい意志決定が責任ある行

動へ結び付くことを理解する。

・意志決定をしよう 

プレゼンテーションソフ

トやワークシートを活用

し、意志決定のステップを

正しく認識する。グループ

討論を通して、自分で考え

行動する能力を育成する。

・事後学習 

薬物に関する学習を通し

て、薬物乱用を防止する意

識を高めるとともに行動化

へと結びつける。 
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４ 実証授業 

(1)  小学校 
① 研究の視点との関連 
ア 一人一人が薬物に関する正しい知識を習得させるための指導         

   児童が自分の身に起こりうる問題として認識できるように、脳に見立てた発砲スチロ

ールがシンナーによって溶けていくという実験を導入に取り入れた。シンナーの蒸気が

脳を溶かしてしまうという説明を聞いた児童は、薬物乱用の害から身を守ろうという課

題意識をもって学習に取り組んだ。 
さらに、映像・写真・図・表・新聞記事など具体的な資料を豊富に作成して活用し理

解を深め、正しい知識を習得させるような学習活動を行った。また、学習後には一人一

人が知識の確認をするために薬物クイズや授業アンケートを行い、その結果を踏まえ、

次時の振り返り学習の重点を決めて十分に理解のできなかった内容を繰り返し指導し、

ティームティーチングを組んで個に応じた課題を与えたり、個別の支援を行ったりして、

知識の定着を図った。 
このことにより、授業者が児童一人一人の意識や考え・理解の程度を把握することが

でき、的確な課題を与えたり、必要な支援をしたりすることができた。 
イ 一人一人が意志決定・行動選択の能力を身に付けるための指導 

 意志決定・行動選択の能力を高める学習では、一人一人の薬物乱用に対する意識や考

えに応じて課題を解決し、薬物乱用から自分の

身を自分で守る方法に身に付けさせるための教

材（仮称スゴロール）を開発し、活用した。ス

ゴロールとは、カードにかかれた課題を自分の

考えに従って解決し、その答えによって異なる

カードへ進み学習をしていく、すごろくゲーム

のような学習カードである。このカードを使う

ことにより、一人一人に応じた課題を個に応じ

た学習方法で解決していくことができた。また、 【前時までの学習を振り返る「知識コーナー」】 
児童がスゴロールを活用してスムーズに学習を進めるために「知識コーナー」・「ヒント

コーナー」を設定し、児童がいつでも前時までの学習を振り返ったり、活動のヒントを

得たりできたりするようにし、「断る自信がない」コース

の児童には薬物乱用の害や友達との付き合い方について

考えさせる別冊の資料を作成し活用させるなどの支援を

行った。 
さらに、児童の薬物乱用防止の考えを深め、行動選択

肢の幅を広げさせるためにアドバイス・スタディという

学習方法を考えて、活用した。薬物乱用に誘われた友達

に自分たちが最良と思うアドバイスをしたが、そのアド   【スゴロールでの学習活動の支援】  

バイスを受けた友達が自分たちとは違う行動を選択したという場面を設定し、投げかけ

た。児童は、他のグループの意見も取り入れながら「なぜ友達は自分たちと違う行動選 
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択をしたのか。」を考えることにより、薬物乱用防止を今までとは異なる視点から見るこ

とができ、様々な状況や理由を想定しながら、いくつもの行動選択肢を考えることがで

きた。 
② 研究の概要  
  薬物乱用防止の意識を高めるためには、小さい頃からの学習の積み重ねが重要だと考え、

薬の正しい使用方法に関する知識や薬物乱用の入口にもなりうる喫煙や飲酒の害から身を

守る方法など、年間指導計画を立てて学習させたいと考えた。また、「だんくん、めいちゃ

ん」という薬物乱用防止を呼びかけるキャラクターを作り、６年間を通して児童への課題

提示や解決の手助けに活用した。 
まず、低学年では、薬の飲み方（量・時間・扱い方など）についてキャラクターのペー

プサートで課題意識をもたせ、クイズ形式の問題を解きながら知識に対する理解を深めさ

せた。導入やクイズの場面では、キャラクターを使って問題を出したり答え合わせをした

りして、児童が親しみをもって取り組めるように工夫した。グループでの話し合いの場や

調べコーナー・質問コーナー等の場を設定し、ティームティーチングを組んで支援を行っ

た。薬には作用（効用）・副作用（害）があることを知り、必要な物を正しく使（服）用す

ることが大切であるということを理解させ、薬に対する意識を高めることにつながった。 
  次に、中学年では、キャラクターのペープサートを活用し、二人の会話から飲酒に関す

る質問を投げかけ、自分にも起こりうる身近な問題として考えられるようにした。アルコ

ールが全身に及ぼす害についての図やグラフ、法律で禁止されていることなどを学習した

後、まとめで簡単なクイズを取り入れ、知識の定着を図った。意志決定・行動選択の能力

を高める学習では、簡単なスゴロールを作成して活用し、児童一人一人が自分自身の意志

決定の軌跡をたどって、いろいろな断り方を知ったり自分にとって一番よい断り方を見付

けたりする学習を展開した。 
そして、高学年では、スゴロールやアドバイス・スタディを活用して、一人一人に応じ

た課題を解決し、意志決定・行動選択の能力を高める学習を展開した。 
③ 成果 

・知識コーナー・ヒントコーナーの設置、クイズやアンケート等を活用しての学習を行

うことにより、薬物に関する正しい知識の定着を図ることができた。 
・児童の意識や考え・理解の程度に応じた課題を解決できる学習カード（仮称スゴロー

ル）を活用したことにより、一人一人に応じた学習を行うことができた。 
 ・アドバイス・スタディを行うことにより、薬物乱用防止に関する考えを深め、多くの

行動選択肢の中から、一人一人が最良ものを選ぶ方法を学習させることができた。 
・薬物乱用防止を呼びかけるキャラクターを作り、課題提示や解決の手助けに活用した

ことにより、児童の関心・意欲を高め、学習内容の理解を深めることができた。 
④ 課題 

・小学校での薬物乱用防止の意識の高まりを維持させて、中学校・高等学校へとつなげ

ていくための工夫。 
・個に応じるために必要な支援者や専門的な知識をもつゲストティーチャー等の人材の

確保。 
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(2)  中学校 

① 研究の視点との関連 

ア 一人一人が薬物に関する正しい知識を習得するための指導 

   薬物乱用が健康に与える影響など基礎的な知識について、視聴覚教材（ビデオなど）

を利用し、関心を高めさせた。また、薬物乱用防止について学習しようとする意欲を喚

起させるため、薬物について興味・関心のある課題を個別に設定させ、インターネット

や図書室を利用した調べ学習を行い、学習発表会を行った。 
イ 一人一人が意志決定・行動選択の能力を身に付けるための指導 

意識調査の結果、『薬物に関する知識がある生徒は、正しい意志決定・行動選択の能

力が高い。しかし、薬物を「友達・先輩に誘われたとき」は知識の有無に関係なく「そ

の場にならないとわからない」』と答える生徒が見られた。これにより、知識や経験不

足から不適切な判断と行動を起こす危険性があること、仲間の言動に左右されやすいこ

とがわかった。 
そこで、自分の置かれた状況を正しく把握し、可能な行動を考え、結果を予測し、自

分自身で自分の健康を保持増進させるための行動を選択できるワークシートを活用し、

行動を具体的にイメージできるような学習活動を行った。さらに、生徒が自ら考え、判

断する場面を取り入れることで、問題を解決する能力を高められるような指導を工夫し

た。また、事前に授業内で扱うケースについて簡単に触れ、実際に薬物を誘われたらど

のような行動を取るか、グループ編成のための調査を行った。そして、同様の意見をも

つ生徒同士でグループを編成し、グループワークを行うことで個人の意見を出しやすい

ようにした。 

このように、グループ発表を踏まえ、最終的に一人一人が意志決定と行動選択を実際

に行えるワークシートを活用しながら、自分の責任において、意志決定や行動選択する

ことの重要性に気付かせるような授業を展開した。 

② 研究の概要 

 〈第１学年〉 

中学校３年間で薬物に関する学習をするにあたり、まず第１学年では保健体育において

基礎的な知識を習得する指導を行った。そして、特別活動（学級活動）において、３年間

を通した学習計画の導入として、小学校で学習した薬物に関する知識も踏まえ、個別に課

題を設定させ、インターネットを活用した調べ学習「薬物に関する新聞作り」に取り組ま

せ、薬物に関する学習に興味・関心をもたせる指導を行った。 

〈第２学年〉 

  第１学年の学習を踏まえ、第２学年ではより一層薬物の専門的な知識と現代社会におけ

る問題について理解させる必要があると考えた。そこで、学校医や学校薬剤師、警察や保

健所など外部講師を活用し、薬物が健康に及ぼす影響について興味・関心をもたせる指導

を行った。 

〈第３学年〉 

ア 保健体育（保健分野） 

まず、薬物に関する基礎的な知識の習得を主な目的とし、保健体育（保健分野）で指
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導を行った。単元全体の導入部分として視聴覚教材を使用したガイダンスを行い、生徒

が薬物乱用について興味・関心をもつようにした。また、個別に課題を設定させ、イン

ターネットや図書館を利用し、学習発表会を行うことで、薬物乱用を防止しようとする

意欲を喚起させるようにした。 

  イ 特別活動（学級活動） 

特別活動（学級活動）では、意志決定・行動選択の能力を身に付けることを主な目的

として指導を行った。担任と養護教諭のティームティーチングで行い、意志決定・行動

選択の能力を身に付けさせるために、意志決定までの流れを具体的にワークシートに示

し、実際に行動を選択する作業を行えるよう工夫した。また、学習を進める際のグルー

プは、薬物乱用の誘いに対し、意見が活発に出せるよう同様の行動をとる生徒同士で編

成した。そして、自分の選択した行動について、メリット・デメリットをグループで話

し合わせ、意見の広がりや考えに深さをもたせるようにした。それらをもとに、ワーク

シートを活用し、個別に最終的な意志決定をさせ、自分の責任において、意志決定・行

動選択することの重要性にも気付かせる指導を行った。 

③ 成果 

・具体的で身近なケースを取り上げ自分の日常生活に当てはめて学習を進めたことが、

保健体育で学習した薬物に関する正しい知識をさらに定着させるのに有効であった。 

・意志決定の流れについて、ワークシートを活用し、具体的な思考・判断の流れを説明

し、メリット・デメリットを考え、検討させたことにより、意志決定のプロセスを効

果的に理解させることができた。 

・ワークシートを活用し、グループワークで学習した内容を踏まえ、最終的に一人一人

が意志決定と行動選択を実際に行うことで、生徒の薬物乱用を防止しようとする意識

の高まりを確認することができた。 

・同様の行動パターンをとると答えた生徒同士でグル

ープを編成したことで、考えや意見の同意を得やす

く、活発なグループ活動が展開できた。 

・授業の展開において、学習形態を個→グループ→個

にしたことで、個の学習形態だけでは自分の考えを

まとめることができない生徒が、仲間と協力し、考

えや意見を深めることができた。          【選択した行動を黒板に表示する】 

④ 課題 

・一人一人への指導を深めるためには、生徒に選択させる行動パターンを限定しないこ

とが必要である。最終的な意志決定・行動選択については、その行動を選択した理由

をワークシートに記入させ、生徒の考える行動選択の幅を広げる工夫が必要である。 

・行動パターンが同様の生徒同士でグループを編成することに加え、さらに個に応じた

指導を深めるために、保健体育（保健分野）の知識・理解の程度に応じたグループ編

成を行うことも必要である。 

・養護教諭とのティームティーチングについて、学級の様子や生徒の実態を最も把握し

ている担任による効果的な学習支援を、さらに工夫する必要がある。 
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(3)  高等学校 

① 研究の視点との関連 
ア 一人一人が薬物に関する正しい知識を習得するための指導 

新学習指導要領に基づき、小学校・中学校で実践している薬物乱用防止教育を継続的   

に進め、基本的知識・理解を深めていくことが望ましい。調査の結果から、60％～80％
の高校生が薬物の心身への影響について認識している。しかし、中には誤った情報を得

たり規範意識が変化したりと、それぞれの知識の習熟の程度に差が見られる。このため、

薬物乱用の健康への影響については、教科書や資料をもとにワークシートを活用しなが

ら自分で調べ正しい知識を習得した。また、薬物が引き起こす社会問題については、新

聞記事を取り上げ、薬物乱用の個人的・社会的要因について一人一人が考え意見をまと

め、意見交換をしたり発表したりした。そして今まで習得した知識を基に、薬物に対す

る対策について「薬物乱用防止の標語づくり」を行い、それぞれの薬物乱用を防止する

考えや決意を明らかにする授業を展開した。 
イ 一人一人が意志決定・行動選択の能力を身に付けるための指導 

調査結果から、正しい知識の習得とともに意志決定能力を身に付ける必要があると確

認した。このことから、生徒一人一人が意志決定のステップを正しく理解し、自分自身

の意見を作り上げる指導内容とした。また、授業の進め方によって、グループワーク・

個別活動など様々な指導形態を取り入れた。この小集団におけるグループワークでは、

自分と周りの人の意見を比較したり、調整したりする力を養うトレーニングを取り入れ

た。また、それぞれの意見を交換する「ブレインストーミング」や場面を想定する「ケ

ーススタディ」などの指導方法も組み込んだ。グループワークのような生徒主体の活動

を中心とする授業の場合、生徒一人一人の考えや行動を把握できるよう担任と養護教諭

のティームティーチングで指導を進めた。またプレゼンテーションソフトを活用し、ス

テップの進み方や具体的な例を挙げてわかりやすく示した。また、ワークシートについ

ても矢印や図説を入れ、取り組みやすいような形式にした。 
② 研究の概要 
  事前のアンケート調査の結果から、「薬 

物乱用の害についての知識と高い意志決

定・行動選択の能力が身に付いている児

童・生徒は薬物乱用防止の意識も高い」と

いうことがわかった。しかし、薬物に関す

る知識の有無にかかわらず、友人や先輩な

どの身近な人から誘われたとき、「その場に

ならないとわからない」と回答する生徒が

知らない人から誘われた場合より多く、薬

物に関する知識の有無にかかわらず、状況  【プレゼンテーションソフトを使用した授業展開】 
や対人関係によってその意志や行動が左右されるといった傾向が見られた。以上のことか

ら、正しい知識の習得とともに意志決定能力を身に付ける必要があると考えた。このため、

今回は保健体育科の科目保健（保健学習）で扱う「現代社会と健康」において、一年生を
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対象とする薬物に関する正しい知識を習得する指導計画を作成した。この保健学習と特別

活動（ホームルーム活動）と併せて５時間扱いで取り組んだ。まず保健体育科の科目保健

の授業で３時間扱い、薬物に関する正しい知識の習得を確認した。次に特別活動のホーム

ルーム活動の２時間扱いの中で１時間は、問題状況においていくつかの選択肢の中から最

善と思われるものを選択し、それに基づいて行動する能力を養った。そしてもう１時間は

今までの学習のまとめをした。薬物乱用を防止する意見を学級で発表し、意見交換をする

といった内容で進めた。 
③ 成果 

・ワークシートを活用することで、生徒一人一人の知識に応じた指導を行うことができ

た。また、ワークシートから授業を受けた生徒の反応やニーズを把握することができ

た。 
・意志決定の能力を身に付ける授業後の生徒の感想から「自分の意見をしっかりともち

たい」「誘惑に負けない」「薬物を許さない社会づくりが必要」といった考えや決意が

挙げられ、薬物の知識と正しい意志決定・行動選択の能力が身に付いたことで、薬物

乱用を防止する意識を高めることへつながるということを確認できた。 
・担任と養護教諭のティームティーチングによる指導では、役割分担を明確にすること

でそれぞれの立場で専門的な内容が指導でき、きめ細やかで適切な指導・支援をする

ことができた。 
・個別活動やグループワークといった学習形態を取り入れたことで、生徒それぞれが問

題意識をもち意見を交換しながら主体的に授業に参加することができた。また、学習

形態の工夫が、生徒一人一人の立場や状況等を踏まえた個に応じた指導方法に生かさ

れた。 
④ 課題 

・生徒の知識や意識・関心等を詳細に把握するため、授業評価表の作成を工夫する。 
・授業を通して、生徒の反応やニーズに応じた柔軟な指導計画の作成について検討する。 
・授業展開を工夫し、一人一人がしっかりと考え、自分の意見をまとめることができる

授業を継続的に進める。 
 

(4)  ろう学校 

① 研究の視点との関連 

 ア 一人一人が薬物に関する正しい知識を習得するための指導 

事前に調査したアンケート結果から、本校の生徒は薬物に関する知識が少ないという

実態を把握した。そこで、正しい知識を習得させるために、ホームルームの時間等を利

用し薬物乱用の心身への悪影響について予想させ、インターネットや文献を活用し確か

めさせた。 

 イ 一人一人が意志決定・行動選択の能力を身に付けるための指導 

ろう学校では、生徒の一人一人のコミュニケーション方法は様々である。状況に応じ

たコミュニケーションが取れるよう日常的に指導している実態と併せて、プレゼンテー

ションソフトやワークシートを活用することにより、生徒が自ら考え、自分のコミュニ
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ケーション方法で相手に気持ちを伝え、どんなときでも薬物乱用の誘いを断ることがで

きるようにしたいと思えるような授業の内容にした。 

② 研究の概要 

未成年者の覚せい剤における検挙率が減少していない社会的現象を考慮し、本校におい

ても薬物に関する正しい知識を習得させ、その知識を生かして、問題を解決していくため

の意志決定・行動選択の能力を身に付けさせることが必要であると考えた。さらに「薬物

乱用が犯罪につながる」ということを理解させ、薬物を乱用するきっかけとなる要因を知

り、「自分なら、こんなとき、どうする」など具体的な例を挙げ、生徒がイメージしやすく、

考えられるように指導を行った。 

単元名を「薬物乱用をしないための知識と行動する力」として、中学部３年生を対象に

指導計画を立てた。中学部３年生は３名と小集団であるが、個人の発達・読解力等の認識

面の差は大きい。また言語力だけではなく、読解力にも課題があるため、言葉や文章を正

しく理解し、イメージさせ、薬物に関する知識を身に付けるための指導を工夫する必要が

あると考えた。                  

同学年において認識面に差があるので、内

容だけではなく、評価においても到達度は個

に応じて配慮しなければならない。知識や説

明を理解するためにプレゼンテーションソフ

トとワークシートを活用する指導を工夫し、

ティームティーチングの教諭は文章や説明の

理解をうながすための補足を中心に指導を行

った。 

③ 成果                        【手話による授業展開】 

・プレゼンテーションソフトを使用したこと、３名という小集団で実施したことにより、

一人一人に即した薬物に関する正しい知識を身に付けることができ、また、薬物によ

る被害について理解することができた。 

・友人や知人に薬物乱用を誘われたときの断り方について、自分たちで場面を想定し、

様々な断り方を考えることができた。 

・薬物乱用防止の授業を受けた生徒たちが薬物乱用防止に関する掲示物を見て、下級生

たちに授業で学んだ薬物乱用防止の知識を説明していた。 

④ 課題 

・教材に写真等の資料を多く取り入れることにより、理解をさらに深める工夫・改善の

必要があった。 

・断り方のスキルを身に付ける指導では、「友人と会っているときに薬物を誘われたら」

という場面を想定したが、生徒の実態から携帯でのメールでコミュニケーションをと

っていることもあるので、「メールでの断り方について」の指導を含める必要があった。 
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Ⅲ 研究の成果と今後の課題 

１ 研究の成果 

  健康教育部会の「薬物乱用防止に関する指導」分科会では、研究主題「個に応じた薬物乱

用防止に関する指導の工夫」を受け、児童・生徒の発達段階の特性や、それぞれを取り巻く

状況に応じた意志決定・行動選択の能力を身に付け、薬物乱用防止の意識を高めることがで

きるような指導方法、指導形態の工夫に取り組んだ。 
(1)   一人一人が薬物に関する正しい知識を習得するための指導 

指導の方法としては、実験活動や調べ学習を取り入れ、児童・生徒が興味・関心をもち

ながら体感したり自ら課題をもって学んだりすることで、一人一人に正しい知識が身に付

いた。また、教材として活用したワークシートやプレゼンテーションソフトについては、

それぞれの習熟の程度や学習のペースに即した内容にしたことで、正しい知識の定着化が

図れ、個に応じた指導として効果が見られた。これらの指導による知識の習得が、その後

の「個に応じた意志決定・行動選択の能力を身に付けさせるための指導」に生かされた。 
(2)   一人一人が意志決定・行動選択能力を身に付けるための指導 

指導の方法としては、実際に薬物を誘われた場面の想定、意志決定について理解すると

いった内容からケーススタディやロールプレイング、ブレインストーミングなどを取り入

れた。身近でわかりやすい内容を取り上げ自分自身の問題として意識し、一人一人が深く

考えることができた。また、正しい知識を基にして考え行動する等、薬物乱用防止の意識

を高めることができた。 
指導形態としては、指導の内容・進め方によってグループワークによるディスカッショ

ンや個別学習を取り入れることにより、児童・生徒それぞれが主体的に周りの者と協力し

て学習に取り組むことができた。また、ティームティーチングでは指導者が児童・生徒一

人一人の考えや行動を把握し、きめ細やかで個に応じた適切な指導・支援をすることがで

きた。 
スゴロールやワークシート、プレゼンテーションソフトなど、使用した教材はその指導

内容・方法と併せて、児童・生徒の実態やニーズに応じたものとして開発・作成した。こ

の教材を活用することで、より個に応じた指導の充実を図ることができた。 
以上のような「個に応じた指導」を通して、授業後の感想やその後の学習への取り組み

の様子から、児童・生徒一人一人が薬物に手を出さないという自分自身の問題だけではな

く薬物を許さない社会づくりへとつながるような意識の高まりを確認できた。 
２ 今後の課題 
  ・今回の研究では、それぞれの発達段階の特徴を踏まえた上での指導を実践してきた。今

後はさらに校種間の連携などを深め系統的な指導に重点を置いた指導を行う。 
  ・薬物乱用の防止も含め、自分の健康を自分で守ることのできる児童・生徒を育てること

を目指し、今回実践した指導方法、指導形態をさらに充実させる。 
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「食に関する指導」分科会 
 
 
 
Ⅰ 研究の概要 
１ 主題設定の理由 

近年、児童・生徒を取り巻く社会環境や生活様式はめまぐるしく変化し、子どもたちの健

康にも少なからず影響を与えている。その中で、食に関する環境の変化の影響は、体の面に

おいては、欠食・偏食などの食事の乱れによる生活習慣病の低年齢化として、心の面におい

ては、摂食障害や人とのかかわりをもたない孤食等として現われてきている。具体的には、

児童・生徒の生活が不規則であるため、朝食をとらずに登校したり、食事をおかしですませ

たりする姿が見られる。また、周囲の人との関係がうまくつくれずに一人で食事をとる姿も

見られる。学校においては、給食指導をはじめ様々な教科等を通して食に関する指導に取り

組んできているが、望ましい食習慣の十分な形成にまでは至っていない。 

本研究はこれらの課題に対応するためには、一人一人の食に関する環境を把握し、食に関

する正しい知識を身に付けること、食に関する興味・関心をもつこと、食を楽しむための人

とのかかわり方を考えることに視点をあてた、個に応じた指導方法の工夫を行うことが必要

だと考えた。そして、そこで培われた適切な判断や選択、行動する力すなわち実践力により、

望ましい食習慣をはぐくむことができると考える。 

以上の点を踏まえ、本分科会では研究主題を上記のように設定した。 

２ 研究のねらい 
(1)   食に関する指導について、学年に応じた系統性のある指導内容を明らかにする。 

(2)   望ましい食習慣をはぐくむために必要な内容に視点をあてた、個に応じた指導方法を工

夫する。 
３ 研究仮説の設定 

  食に関する指導に３点の柱を設定し、個に応じた指導方法を工夫しながら、自ら判断・選

択・行動していくことの積み重ねを通して、望ましい食習慣を身に付けていけるのではない

かと考え、次の研究仮説を立てて研究を深めることとした。 

 

 

 

 

 

４ 研究の方法 
(1)  基礎研究 先行研究の分析と参考文献の収集を行う。 

(2)   調査研究 児童・生徒一人一人の食に関する環境を把握するために、食に対する実態調

査を行い、その結果についての分析・考察を行う。 

(3)   授業研究 指導計画例と評価計画例を作成し、研究仮説・調査研究の考察を基に、実証

授業の計画・指導案の作成及び実践・評価を行う。 

研究主題 

望ましい食習慣をはぐくむための指導の工夫 

 
食に関する正しい知識を身に付け、食に対する興味・関心をもち、食を楽しもうとする

心を高めるような個に応じた指導方法を工夫することにより、望ましい食習慣をはぐくむ

ことができるであろう。 

研究仮説 
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５ 研究の視点              【研究の視点の図式】 

右の図は、本研究で望ましい食習慣を身に 
付けるための考え方を表したものである。 
「食に関する正しい知識」、「食に関する興味 
・関心」、「人とのかかわりの中で食を楽しも 
うとする心」の３点を研究の視点として、個 
に応じた指導により自ら判断・選択・行動し 
ていくことの積み重ねを通して、望ましい食 
習慣を身に付けていけるのではないかと考え 
る。本分科会での「望ましい食習慣」とは、 

小学校学習指導要領特別活動編（学級活動） 

にある、「楽しく食事をすること、 

健康によい食事のとり方、給食時 

の清潔、食事環境の整備など」の 

一文に基づくこととした。これは 

研究員が食に関して子どもを取り 

巻く社会の現状や学校での子ども 

の様子を考えたとき、必要と思われる内容であると考えたからである。また中学校、高等学

校においても、継続的に取り組むことの必要性という点も含め、同様にとらえた。 

(1) 「食に関する正しい知識」 食事は人間の体をつくるものである。また、肥満などの生

活習慣病は食事と密接な関係がある点からも、個に応じた指導を通して、食に関する正しい

知識を身に付けさせなければならない。また、食に関する指導は、発達段階を考慮する必要

があり、小学校では、食材への知識や規則正しい食生活、バランスのとれた食事などについ

て理解させる。中学校、高等学校では、健康の保持増進のために必要な知識を習得させ、健

康と食事との関係の理解を深める。児童･生徒が食に関する正しい知識を身に付けることは、

健康な生活を送るための基盤づくりにつながると考え、指導方法の工夫を行う。 
(2) 「食に関する興味・関心」 最近、食べることに興味がない児童・生徒がいると言われ

ている。また、偏食やおかし中心の食事など、食事の大切さを十分に考えられない児童・生

徒もいると聞く。そこで、小学校では食材や味覚、食文化について取り上げ、中学校、高等

学校でさらにそれを広げ、食への興味・関心を高める指導内容を工夫することにより、一人

一人が食に対して積極的にかかわろうとする態度や心を育てていく。 
(3) 「人とのかかわりの中で食を楽しもうとする心」 ほとんどの児童・生徒は小学校で給

食と出会い、友達と一緒に食べる楽しさを体験する時間をもつようになる。中学校、高等学

校では進学するごとに行動範囲や人間関係の幅が広がり、家庭や日常生活の様々な場面で食

を通して人とかかわる場面が増えていく。食べる楽しさは人とのかかわりの中で食べること

により充実し、それが生涯にわたり食に対するプラスのイメージをもつための基礎となると

考える。そこで、食事中のマナーを身に付けること、楽しい会話や雰囲気づくりを心がける

こと、コミュニケーションを楽しみながら食事することができるように、一人一人に応じた

指導方法を工夫する。 

 

望ましい食習慣 

 

 

  

 
 

 

食に関する

正しい知識

判断 

選択 

行動 

人とのかかわり

の中で食を楽し

もうとする心 

食に関する

興味・関心

実践力 
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６ 研究構想図 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

社会的背景 

・ 核家族化や共働き家庭の増加 
・ 外食産業の発達やコンビニエンス

ストアの増加 
・ 昼夜区別のない生活環境 
・ 人間関係の希薄化による精神的に

不安定な時代 
・ 健康に関する情報の氾濫 

児童・生徒の実態 

・ 生活習慣病の低年齢化 
・ 不規則な生活 
・ 多忙な毎日 
・ 朝食を食べない 
・ 孤食（個食） 
・ 偏食 
・ 摂食障害 

育てたい児童・生徒像 

・ 望ましい食習慣についての知識を身に付けている児童・生徒 
・ 友達や家族と楽しく食事をしようとする児童・生徒 
・ 自分の食習慣の課題に気付き、改善しようとする児童・生徒 

研究主題 

「望ましい食習慣をはぐくむための指導の工夫」 

 

研究仮説 

食に関する正しい知識を身に付け、食に対する興味・関心をもち、食を楽しもうとす

る心を高めるような個に応じた指導方法を工夫することにより、望ましい食習慣をはぐ

くむことができるであろう。 

研究のねらい 

・ 食に関する指導について学年に応じた系統性のある指導内容を明らかにする 
・ 望ましい食習慣をはぐくむために必要な内容に視点をあてた、個に応じた指導方法

を工夫する。 

研究の内容 

○小・中・高・養護学校の各学年に応じた指導計画例と評価計画例の作成 

○「食に関する正しい知識」、「食に関する興味・関心」、「人とのかかわりの中で食を

楽しもうとする心」を身に付けることができる個に応じた指導方法の開発及び工

夫。 

研究の成果と今後の課題
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Ⅱ 研究の内容 

１ 指導計画例（重点はゴシック体） 
  小学校１年生 小学校２年生  小学校３年生 小学校４年生  小学校５年生  小学校６年生 

 食 
 に 
 関 
 す 
 る 
 指 
 導 
 の 
 目 
 標 

①友達と仲良く給食を食べることができ

る。 
②食べ物の名前や成長に興味をもつ。 
③好き嫌いせずに何でも食べることがで

きる。 
④一日３度の食事をよくかんで食べるこ

との大切さを理解する。 
 

①グループで協力し、楽しい雰囲気の中

で給食を食べることができる。 
②食べ物とくらしの関係や食べ物の成育

に興味をもつ。 
③食べ物は働きによって３つにわけら

れ、バランスよく食べることの大切さを

理解する。 
④自分の食生活を見つめ直し、よりよい

食習慣を身に付けようとする。 

①楽しい食事について考え、会話やマナー

に気を付けながら気持ちよく食事をする

ことができる。 
②地域に伝わる食文化や外国の食文化、産

業などに関心をもつ。 
③自分の健康を生活習慣からとらえ、バラ

ンスのとれた規則正しい食事が大切なこ

とを理解する。 
④自分の食生活を振り返り、改善していこ

うとすることができる。 
 
 
 
 

生活科「ともだち

つくろう」 
   保健「心の健康」  

特別活動「たべものと、ともだちになろ

う」 
①食べることの楽しさを知る。 
②食べ物に興味をもつ。 
 
 

特別活動「楽しく食べよう」 

①友達と仲良く食べることの大切さを理

解する。 

②食事を作ってくださる方々に感謝の気

持ちをもつ。 

特別活動「楽しいおいしい食事」 

①楽しいおいしい食事とは何か理解する。

②自分たちの給食の様子を振り返り自分

でできることを考える。 

特別活動「Ｌｅｔ’ｓ  ｔｒｙ楽しいおい

しい食事」 

①普段の家庭での食事の様子を振り返る。

②自分でできることを考え企画書を作り

実践しようとする。 

 
食 
を 
楽 
し 
も 
う 
と 
す 
る 
心 給食指導：給食のきまりを守ろう・感謝して食べよう・食後の過ごし方を考えよう・心をこめてあいさつをしよう・協力して楽しく

食事をしよう 
生活科「やさいを

そだてよう」 
生活科「やさいを

うえよう」 
理科「植物を育て

よう」 
理科「季節と生き

物」 
理科「生命のつな

がり」 
理科「植物のつくり

と働き」 
  社会「わたしたち

のくらしと商店街

の仕事」 

社会「住みよいく

らし」 
社会「食糧生産を

支える人々」 
社会「日本とつなが

りの深い国々」 

特別活動「食べ物

の名前クイズをし

よう」 
①日常食べている

食品の名前や形を

知る。 

特別活動「やさい

はかせになろう」 

①様々な野菜の食

べる部分がどこか

についてや野菜が

できるまでを知

る。 

特別活動「この味、

なぁ～に」 
①５つの味覚につ

いて知る。 
②身近な素材（味

噌等）の味の違い

に気付く。 

特別活動「素材を

活かそう」 
①豆腐は何からで

きているのか等、

食材と食品の関係

について知る。 

特別活動「地域に

伝わる料理を大切

にしよう」 
①地域の産物や郷

土料理を知る。 

特別活動「外国の食

文化を知ろう」 
①インドの料理等

外国の食文化につ

いて知る。 
 

 
 食 
 に 
 関 
 す 
 る 
 興 
 味 
 ・ 
 関 
 心 
 

給食指導：食べ物の名前を知ろう・食べ物は何からできているか知ろう・献立に使われている食材を知ろう 
家庭科「見直そう 

食品のとり方」「見 

つめよう、わたし 

の食生活」 

体育「病気の予防」

・生活習慣病につい

て理解する。 

・調和のよい食事 

の取り方が分かる 

 
 
 
 
 
 

  体育「毎日の生活

と健康」 

・食生活と健康に

ついて理解する。 

体育「育ちゆくか

らだとわたし」 

・食生活と体の成

長について理解す

る。 

 

栄

養

の

バ

ラ

ン

ス 

特別活動「やさい

だいすき」 
①給食の中の野菜

調べを通して野菜

に興味をもつ。 
②すききらいせず

に食べようとする

意欲をもつ。 

特別活動「なんで

もたべよう」 
①食べ物の 3 つの

働きについて知

る。 
②好き嫌いをしな

いと体の健康に良

い事が分かる。 

特別活動「食べ物

の働きを知ろう」 
①食べ物には３つ

の働きがあること

が分かる。 
②食べ物の仲間分

けができる。 
 

特別活動「望まし

いおやつのとり方

をしよう」 
①望ましいおやつ

の量や内容、時間

を知る。 
②望ましいおやつ

を考えて選ぶ。 

特別活動「1日のス

タートは朝ごはん

から」 
①朝ごはんの大切

さを知る。 
②バランスのよい

朝食の献立を考え

る。 

特別活動「バイキン

グ給食にチャレン

ジしよう」 
①主食、主菜、副菜

と栄養のバランス

について知る。 
②栄養のバランス

を考えながら選ぶ。 

食

生

活 
と

健

康 

特別活動「たべも

ののたび」 
①食べ物は体の中

でどのようになる

のかを知る。 
 

特別活動「朝ごは

ん、たべた？」 
①朝ごはんの大切

さを知る。 
②朝ごはんを食べ

ようとする意欲を

もつ。 

特別活動「ピカピ

カ大作戦」 
①手指の清潔の大

切さを知る。 
②食事中の衛生に

ついて考える。 

特別活動「望まし

いおやつのとり方

をしよう」 
①自分のおやつを

調べる。 
②よりよい食べ方

を考える。 

特別活動「1日のス

タートは朝ごはん

から」 
①前日からの生活

を振り返る。 
②おいしく食べる

工夫を考える。 

特別活動「生活習慣

チャレンジ目標を

立てよう」 
①自分の食生活を

振り返る。 
②目標を立て、改善

する意欲をもつ。 

 
 
 
 
 
 
食 
に 
関 
す 
る 
正 
し 
い 
知 
識 

 給食指導：よくかんで食べよう・好き嫌いせずに食べよう・残さず食べてじょうぶな体をつくろう・寒さに負けない食事をしよう 
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 中学校１年生 中学校２年生 中学校３年生 高等学校 盲・ろう・養護学校 

 
食 
に 
関 
す 
る 
指 
導 
の 
目 
標 
 

①食事の場面を考え、自

分のかかわり方を振り

返り、食事を楽しもうと

する。 
②食料の生産・流通から

食卓までのプロセスに

興味をもつ。 
③バランスの取れた食

生活や規則正しい食生

活について理解する。 
④食事に関する心身の

メカニズムを理解し、生

活に生かすことができ

る。 

①共に食事をする人を気

遣い楽しく食べることが

できる。 
②現代日本の食事状況や

日本の食に関する歴史に

関心をもつ。 
③食生活と健康の関係を

考え、バランスの取れた

規則正しい食事について

更に理解を深める。 
④自分の身体の成長や体

調の変化を知り、それら

に合わせた食生活ができ

る。 

①食事の場がよりよく

なるよう工夫し、食事を

楽しむことができる。 
②諸外国の食習慣や食

文化を知り、日本との違

いに関心をもつ。 
③自分の食生活に関す

る課題を理解し、栄養バ

ランスがとれ、規則正し

い食生活を努力するこ

とができる。 
④食や健康に関する知

識を活用し健康を保持

増進することができる。 

①食事マナーについて

考え、コミュニケーショ

ンを楽しみながら食事

をすることができる。 
②食文化や産業、食品の

安全性と衛生管理など

に関心をもつ。 
③自分の食生活を振り

返り、バランスの取れた

規則正しい食生活を営

むことができる。 
④食や健康に関する情

報を活用し、健康を保持

増進することができる。 

基本的には障害のない児

童・生徒の目標と同じで

あるが、障害や疾病の状

況や発達の様子に応

じて個々に目標を設定す

ることが多い。 

 家庭科「地域（世代を超えた人たち）との交流」（お

やつや郷土料理を作ろう） 
家庭科「家族の生活と健

康」（家族の栄養と食事） 
家庭科「健康に食べる」（食生活を自分の手で） 家庭科「楽しく豊かに食

べる」（会食を楽しもう） 
保健体育「現代社会と健

康」（健康の増進保持と

疾病の予防） 

 
 
食 
を 
楽 
し 
も 
う 
と 
す 
る 
心 

特別活動「食を楽しむ心」

①食事の役割が栄養面

だけでなく、心理的、社

会的な面もあることを

理解する。 

②楽しいおいしい食事

について理解する。 

            

特別活動「食べ物と感

覚」 

①食材と体の関係を知

り、食材に対して関心を

もたせる。 

②食事をとる雰囲気が

楽しさやおいしさを左

右する事を知り、自分の

行動を振り返る。    

            

            

            

            

特別活動「望ましい食

事」 

①自分の体調に合わせ

た食事について関心を

もたせる。 

②望ましい食習慣につ

いて考え、現在の自分の

食習慣を見直すことが

できる。 

           

           

           

           

特別活動「食を通して人

とかかわる」 

①コミュニケーション

を大切にすることによ

り、食事の楽しさを実感

する。 

②自分に合った健康的

な食生活のスタイルを

イメージすることがで

きる。         

           

           

           

保健体育「社会生活と健

康」（食品衛生活動） 

家庭科「健康的に食べ

る」（食材にこだわる） 
社会「日本・世界の生活

の歴史」（食文化） 
 

 家庭科「生活の科学と文

化」（生活文化の伝承と

創造） 
家庭科「生活の設計と調

理」（食生活の安全と衛

生） 

 
 
食 
に 
関 
す 
る 
興 
味 
・ 
関 
心 

給食指導 
食への関心を育てる 

 

  保健体育「心身の機能の

発達と心の健康」 

保健体育「現代社会と健

康」（健康の増進保持と

疾病の予防） 
 
 

家庭科「健康的に食べる」 

（栄養と健康） 

家庭科「楽しく豊かに食べる」 
（日常食をよりよくしよう） 

 

家庭科「私たちの消費生

活」 
 
 
 

家庭科「家族の生活と健

康」（家族の栄養と食事） 

理科「身の回りの物質」

（食品を扱ったもの） 
 

理科「動物の生活と種類

（生命を維持する働き、

消化・吸収）」 
 
 

理科「自然と人間」（生

物の生活とつながり） 
 

 社会「日本の生活。文化

の変化」 
 地理「地域性を踏まえて

とらえる現代世界の課

題」（食料問題） 
 
 

食 
に 
関 
す 
る 
正 
し 
い 
知 
識 

給食指導 
望ましい食習慣の向上に努める 

 
 
 

盲・ろう・養護学校では、

12 年間を見通した上で

児童・生徒の年齢や発達

の様子等に応じて、指導

する時期や指導内容・方

法を創意工夫していく。 
主な指導内容 

［小学部・中学部］ 
○図工（粘土工作等） 
○グループ学習（マッチ

ング、見立て遊び等） 
○作業学習（土作り、 野

菜作り等） 
○総合的な学習 
・余暇活動（おやつ作り、

お茶会等） 
・心と体の学習（清潔等） 
○生活・学級学年活動 
・生活習慣（生活リズム、

身辺処理、手伝い等） 
・学校及び社会生活への

参加（配膳、レストラ 
ンや公共施設利用等） 

・集団生活に必要な人間

関係育成（買い物、調

理等） 
・自立活動 
［高等部］ 
○家庭科 
・調理（おやつ作り・

お弁当作り、一人調理、

宿泊行事に向けた郷土

料理学習、文化祭模擬

店等） 
・栄養素の学習 
・テーブルマナー 
○保健体育（体のしくみ

と働き、健康な生活） 
○作業学習（園芸等） 
○職業学習（健康管理、 
身だしなみ、人との付

き合い方、職業訓練） 
○学級学年活動（お楽し

み調理、お茶会等） 
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２ 評価計画例 

  小学校１年生 小学校２年生 小学校３年生 小学校４年生 小学校５年生 小学校６年生 

①友達と仲良く給食を食べることがで

きる。 

①グループで協力し、楽しい雰囲気の

中で給食を食べることができる。 

①楽しい食事について考え、会話やマ

ナーに気を付けながら気持ちよく食

事をすることができる。 

②・食べ物の名前に興味をもち学習に

取り組もうとしている。 

・野菜の生長に興味をもち調べよう

としている。 

②食べ物とくらしの関係や食べ物の生

長について興味や関心もち学習を進

めようとしている。 

②地域に伝わる食文化や外国の食文

化、産業などに関心をもとうとして

いる。 

③・自分の食べ物の好き嫌いを把握し

ている。 

・嫌いなものも食べることができる。

③食べ物を３つの働きに分けられ、バ

ランスよく食べることの大切さを理

解することができる。 

③自分の健康を生活習慣からとらえバ

ランスのとれた規則正しい食事が大

切なことを理解することができる。

目

標

に

対

す

る

評

価

規

準 ④食事をよくかんで食べることの大切

さについて理解することができる。

④自分の食生活を見つめ直し、よりよ

い食習慣を身に付けようとしている 

④自分の食生活を振り返り、改善しよ

うとしている。 

「たべものと、ともだちになろう」 「楽しく食べよう」 「たのしい おいしい 食事」 

①食べることを楽しんでいる。   

０００００００００００００００００

００ 

②食べ物に興味をもって学習に取り組

もうとしている。 

①友達と仲良く食べることの大切さを

理解することができる。      

②食事を作ってくださる方々に感謝の

気持ちをもつことができる。 

①たのしい おいしい食事とはなにか

について理解することができる。  

②自分たちの食事の様子を振り返り、

自分で出来ることを考えることがで

きる。 

        「Ｌｅｔ’ｓ ｔｒｙ たのしいおいしい食事」 

食

を

楽

し

も

う

と

す

る

心 

    ①普段の家庭での食事の様子を振り返

ることができる。         

②自分でできることを考え、企画書を

作り実践しようとしている。 

「食べ物の名前クイズ

をしよう」 

「やさいはかせになろ

う」 

「この味、なぁ～に」 「素材を活かそう」 「地域に伝わる料理を

大切にしよう」 

「外国の食文化を知ろ

う」 
食

に

関

す

る

興

味

・ 

関

心 

①日常食べている

食品の名前や形

を知り、食に関

する興味や関心

をもとうとして

いる 

①さまざまな野菜

の食べる部分が

どこであるかや

野菜ができるま

でを知ることで

食に関する興味

や関心をもとう

としている 

①５つの味覚につ

いて知ることで

食に関する興味

や関心をもち、

学習を進めよう

としている。 

①豆腐などから、

食材と食品の関

係について知り

食事に関する興

味・関心をもち

学習を進めよう

としている。 

①地域の産物や郷

土料理を知るこ

とで、食に関す

る興味・関心を

もとうとしてい

る。 

①インドなど外国

の食文化につい

て知ることで、

食に関する興味

や関心をもとう

としている。 

「やさいだいすき」 「なんでも食べよう」 「食べ物の働きを知ろ

う」 

「望ましいおやつのと

り方をしよう」 

「１日のスタートは朝

ごはんから」 

「バイキング給食にチ

ャレンジしよう」 

①・給食の中に入

っている野菜調

べを通して野菜

に興味をもとう

としている。  

・好き嫌いせず

に食べようとし

ている。 

①食べ物の３つの

働きについて理

解することがで

きる。     

②好き嫌いせず

に食べることが

体の健康に大切

なことが理解で

きる。 

①食べ物に３つの

働きがあること

を理解できる。

00000000000000

②食べ物の仲間わ

けができる。 

①望ましいおやつ

の量、内容・時

間について理解

できる。    

00000000000000 

②望ましいおやつ 

のバランスにつ

いて理解するこ

とができる。 

①朝ごはんの大切

さが理解できる。

0000000000000000

0000000000000000

②栄養バランスの

良い朝食の献立の

立て方を理解でき

る。 

①主食・主菜・副

菜がそろうと栄

養のバランスが

良くなることが

わかる。    

②バイキング給食

で、栄養のバラ

ンスを考えて選

ぶことができる

「たべもののたび」 「朝ごはん、食べた？」 「ピカピカ大作戦」 「望ましいおやつのとり方

をしよう②」 

「一日のスタートは朝

ごはんから②」 

「生活習慣チャレンジ

目標をたてよう」 

食

に

関

す

る

正

し

い

知

識 

①食べ物が体内で

どのようになる

のかが理解でき

る。 

①一日の生活リズ

ムと朝ごはんの

大切さを理解で

きる。     

②朝ごはんを食

べようとする意

欲をもとうとし

ている 

①手指の清潔の大

切さを理解でき

る。      

０００００００

０ 

②食事中の衛生に

ついて考えるこ

とができる。 

①自分のおやつを

調べることがで

きる。 

②よりよいおやつ 

の食べ方を理解

できる。 

①前日からの生活

を振り返ることが

できる。     

②朝ごはんをおい

しく食べる工夫の

仕方を理解するこ

とができる。 

①自分の食生活を

振り返ることが

できる。    

②チャレンジ目標

を立て、改善し

ていこうとする

意欲をもとうと

している。 
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 中学校１年生 中学校２年生 中学校３年生 高等学校 盲・ろう・養護学校 

目

標

に

対

す

る

評

価

規

準 

①・食事の場面ごとに自

分の関り方を振り

返ることができる。 

・食事を楽しもうと

している。 

②・食料の生産・流通か

ら食卓までの過程

に関心をもとうと

している。 

③・バランスのとれた食

事を理解すること

ができる。 

・規則正しい食生活に

ついて理解するこ

とができる。 

④・食事に関する心身の

メカニズムを理解

し、生活に生かすこ

とができる。 

①・共に食事をする人を

気遣うことができ

る。 

・食事を楽しむことが

できる。 

 

②・現在の日本の食事状

況に関心をもてる。

・日本の食に関する歴

史に関心をもとう

としている。 

③・食生活と健康の関係

を考えられる。 

・バランスのとれた規

則正しい生活につ

いてより理解を深

められる。 

④・自分の身体の成長や

体調の変化を自覚

できる。 

・体調の変化に合わせ

た食生活ができる。

①・食事の場がよりよく

なるよう工夫し、食

事を楽しむことが

できる。 

 

 

②・諸外国の食生活や食

文化を１つ以上知

り、日本との違いに

関心をもとうとし

ている。 

③・自分の食生活に関す

る課題を理解でき

る。 

・栄養バランスがとれ

た規則正しい食生

活を努力すること

ができる。 

④・これまでに学習した

食や健康に関する

知識を活用し健康

を保持増進するこ

とができる。 

①・食事マナーについて

考えることができ

る。 

・コミュニケーション

を楽しみながら食

事をすることがで

きる。 

②・食文化や産業、食品

の安全性と衛生管

理などに関心をも

とうとしている。 

③・自分の食生活を振り

返ることができる。

・改善を目指し、バラ

ンスのとれた規則

正しい食生活がで

きる。 

④・食や健康に関する情

報を得ることがで

きる。 

・情報を生かし、健康

を保持増進するこ

とができる。 

食

を

楽

し

も

う

と

す

る

心 

 ①・食事の役割が栄

養面だけでなく、

心理的・社会的な

面もあることを

理解することが

できる。 

 

②・楽しいおいしい

食事について理

解することがで

きる。 

食

に

関

す

る

興

味

・ 

関

心 

 

 

 

①・食材とからだの

関係を理解でき

る。 

・食材に対して関

心をもとうとし

ている。 

 

 

②・食事をとる雰囲

気が楽しさやお

いしさを左右す

る事を理解する

ことができる。 

・食事時の自分の

行動を振り返る

ことができる。 

  

 

①・自分の体調に関

心をもつことが

できる。 

・自分の体調にあ

わせた食事につ

いて関心をもと

うとしている。 

②・望ましい食生活

について考える

ことができる。 

・現在の自分の食

習慣を見直し改

善しようとして

いる。 

  

 

①・コミュニケーシ

ョンを大切にす

ることができる。 

・コミュニケーシ

ョンをとる中で、

食事の楽しさを

実感できる。  

②・自分に合った健

康的な食生活の

スタイルをイメ

ージしようとし

ている。 

  

  

  

 

 

保健、家庭科の 

評価規準に準ずる

食

に

関

す

る

正

し

い

知

識 

 

 

 

 

理科、社会科、保健体育科、家庭科等         

各教科の評価規準に準ずる 

（知識・理解の部分のみ） 

 

保健体育・家庭科・

地理の 

評価規準に準ずる

児童・生徒の年

齢や発達の様子

等に応じた目標

を設定し、達成

するため、個々

の変容と次への

意欲につなげる

よう、個別に評

価を行う。 

 

「
食
を
楽
し
む
こ
こ
ろ
」 

「
食
を
通
し
て
人
と
か
か
わ
る
」 

保
健
体
育
・
家
庭
科

「望
ま
し
い
食
事
」 

「
食
べ
物
と
感
覚
」 

保
健
体
育
・
家
庭
科
・
地
理 
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３ 調査研究 
(1)  目的：児童・生徒の食事の様子と食への意識について、実態と関連性を把握する。 

(2)  方法：質問紙法（選択肢記入）による。 

(3)  対象：｢食に関する指導｣分科会研究員所属校  
小学校４年生から高等学校３年生まで及び養護学校高等部の児童・生徒 

     小学校 中学校 高等学校 養護学校（高等部） 合計（人） 
人 数 ７０８ ６６８ ６３９ ５０ ２,０６５

(4)  実施時期：平成１６年７月１２日（月）～７月１６日（金） 

(5)  調査仮説：健康を意識している児童・生徒ほど食への関心が高い。また、食を楽しむ意

識が高い児童・生徒ほど積極的に食事にかかわっている。 

(6)  調査の結果 

①一日の食事摂取状況について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

昼食について

89

89

85

94

88

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校

中学校

高校

養護学校

全体

必ず食べる 食べたり食べなかったり 食べない

朝食について

79

72

75

84

75

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校

中学校

高校

養護学校

全体

必ず食べる 食べたり食べなかったり 食べない

〈分析・考察〉 

朝食を『必ず食べる』と回答した割合は、

全体では 75％で養護学校の割合が 84％で

特に高かった。昼食を『食べたり食べなか

ったり』と回答した割合は、小学校、中学

校の 11％と比べて高校は 15％と高かっ

た。夕食を『食べない』と回答した割合は、

全体では 2％であった。 

夕食について

89

91

89

90

90

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校

中学校

高校

養護学校

全体

必ず食べる 食べたり食べなかったり 食べない

また、『食べない』と回答した割合は、朝食、昼食、夕食の中では朝食が最も高かった。

食事の摂取状況は予想していたほど、校種によって顕著な差が見られなかった。望まし

いしい食習慣を身に付けるためには、知識だけでなくそれぞれの発達段階にあった個に

応じた指導を工夫し、身に付いた食習慣を継続できる力を育てることが必要である。
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食べることが好きですか

0 10 20 30 40 50 60

いつも（１９％）

ときどき（５５％）

考えていない（２６％）

%

好き

好きではない

食事は楽しみな時間ですか

0 20 40 60 80

いつも（１９％）

ときどき（７１％）

ない（９％）

楽しみ

楽しみではない

②食事摂取状況「栄養のバランスを考えて食べていますか」と食への関心「食べることが好

きですか」とのクロス集計 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
③食事作りへのかかわり「食事を作ったり手伝ったりしますか」と食に対する意識「食事は

楽しみな時間ですか」のクロス集計 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

食べることが好きですか

0 10 20 30 40 50 60

いつも（２３％）

ときどき（５６％）

考えていない（２１％） ％

好き

好きではない

９１％ ９％

８５％ １５％

７２％ ２８％ 

小学校 

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
て
い
ま
す
か 

食べることが好きですか

0 10 20 30 40 50 60

いつも（１３％）

ときどき（５６％）

考えていない（３１％） ％

好き

好きではない

９２％ ８％

８７％ １３％

７３％ ２６％ 

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
て
い
ま
す
か 

中 学

９５％ ５％

９３％ ７％

８４％ １６％ 

高校 

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
て
い
ま
す
か

 栄養のバランスをいつも考えて食べてい

る割合は小学校の 23％が最も高く、中学

校の 13％が最も低かった。小学校、中学

校、高等学校ともに栄養のバランスをいつ

も考えていると回答した児童・生徒の

90％以上は食べることが好きであった。栄

養のバランスを考え食事を摂取するとい

う望ましい食習慣を送っている児童・生徒

ほど食を好きだとプラスのイメージにと

らえている割合が高く、食への関心が高い

傾向が見られる。 

８１％ １９％ 

４９％ ５１％ 

７６％ ２４％

小学校 

食
事
を
作
っ
た
り
手

伝
っ
た
り
し
ま
す
か

食事は楽しみな時間ですか

0 20 40 60 80

いつも（１１％）

ときどき（６７％）

ない（２３％）

楽しみ

楽しみではない

食
事
を
作
っ
た
り
手

伝
っ
た
り
し
ま
す
か

８６％ １４％

７７％ ２３％

６４％ ３６％

中学校
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④食への関心「食べることが好きですか」と食に対する意識「食事は楽しみな時間ですか」

のクロス集計 
                       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(7) 調査結果のまとめ 

  調査の結果、健康を意識している児童・生徒ほど食への関心が高いこと、食を楽しむ意識

が高い児童・生徒ほど積極的に食事へかかわっていることがわかった。これらのことから、

望ましい食習慣を身に付けるためには、食に関する知識だけでなく、食べることが好きだと

いう食への興味・関心、楽しみだという意識をもたせるような指導を行うことが必要である

と考えた。この調査結果を実証授業に生かし、個に応じた指導を行っていく。 

食事は楽しみな時間ですか

0 20 40 60 80

いつも（７％）

ときどき（６１％）

ない（３２％）

楽しみ

楽しみではない
高校 

食
事
を
作
っ
た
り
手
伝

っ
た
り
し
ま
す
か 

８５％ １５％

８７％ １３％

７８％ ２２％

食事作りへのかかわりが多いほど、『食事が

楽しみである』という意識が高かった。い

つもかかわっている割合は、小学校の 19%
が最も高く、校種が上がるにつれ減少した。

『食事を作ったり手伝ったりしていない』

と回答した割合は、校種が上がるごとに増

加したが、『食事が楽しみである』と回答し

た割合は、下の④から高校の 91%が最も高

くきっかけがあれば積極的に食へかかわる

可能性があると考えられる。 

食事は楽しみな時間ですか

0 20 40 60 80 100

好き（８４％）

好きではない（１６％）

％

楽しみ

楽しみではない

８６％ １４％

２２％ ７８％ 

食
べ
る
こ
と
が
好
き
で
す
か

小学校 
食事は楽しみな時間ですか

0 20 40 60 80 100

好き（８３％）

好きではない（１７％）

％

楽しみ

楽しみではない

食
べ
る
こ
と
が
好
き
で
す
か

中学校

１８％ ８２％ 

８６％ １４％

食事は楽しみな時間ですか

0 20 40 60 80 100

好き（９１％）

好きではない（９％）

％

楽しみ

楽しみではない

食
べ
る
こ
と
が
好
き
で
す
か

高校 

９１％ ９％

１１％ ８９％

 『食べることが好き』と回答した割合は 91%

の高校が最も高かった。『食べることが好き』

なのに『楽しみではない』と回答した割合は

14%と小、中学校が高かった。中学校では 17％

が『食べることが好きではない』と回答し、

その中の 82％が『楽しみではない』と回答し

た。校種が上がるにつれて｢食事の時間が楽し

みである｣の回答率が上がるということは、年

齢が上がるとともに、自分で食事を作ったり

買ったりと、積極的に食事にかかわる機会が

増えるため、食に対する意欲も高くなってい

ると思われる。 
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４ 実証授業 

(1)  小学校 

① 研究の視点との関連 

ア 食に関する正しい知識 

知識については、家庭科や体育（保健領域）の時間で学習するが、正しい食生活が健

康な心と体をつくることや偏った食事が生活習慣病につながるということの理解をさら

に深めさせたいと考えた。 

そこで学級活動の時間を使い、給食の様子のビデオ見ることやワークシートを活用し、

自分の食生活を振り返る活動の中で個に応じた指導の場面を設定したり、食材など具体

物を提示したりして一人一人に正しい知識を深められるようにした。また、活動のまと

めとして行った校内のバイキング給食を、知識を生かす実践の場とした。 

イ  食に関する興味・関心 

食に関する興味・関心をもたせるために、ビデオや食材に関するクイズを取り入れた。

また、身近な素材の味比べをしたり素材を調べたりするなどの体験的な活動を多く取り

入れるようにすることで、一人一人が食について興味をもち、関心を高めていけるよう

にした。 

ウ 人とのかかわりの中で食を楽しもうとする心 

学校や日常生活で、一人ではなくみんなと会話を交わしながら楽しい雰囲気で食事を

する経験は、食を楽しもうとする心や、相手を思いやる気持ちを育てるとともに、食事

を作ってくれた人への感謝の気持ちを育てることができる。そして、豊かな心の育成に

つながるととらえた。 

そこで、学習活動の中に、自分の考えを出しやすく一人一人の考えをみんなで共有で

きるブレインストーミングを取り入れた。グループ内で、

楽しい雰囲気を作り出すこと、食を楽しむために必要なこ

とを互いに出し合い、一人一人の考えを尊重し共有する場

を設定することで、友達の考えからさらに自分の考えを深

めるようにした。そして、ブレインストーミングの成果を、

活動のまとめとして行った校内のバイキング給食で、楽し

く食事をする実践の場として生かせるようにした。    【ブレインストーミン グのまとめ】 

基本的な生活習慣と心の健康が育成され、いろいろなことを素直に吸収していける重

要な時期に、以上のようなことを積み重ねていく指導を行うことにより、望ましい食習

慣の基盤を形成することができると考えた。 

② 研究の概要 

 本研究会の分科会で実施した「食に対するアンケート」の結果から、小学校部会では、

「食べることは好き」だが「食事が楽しみな時間ではない」と回答している児童が 14％い

ることに着目した。その背景には、みんなと食べると楽しいなどのプラスの経験が少ない

からではないかと考えた。そして、もし食事の時間が楽しくなければ食への興味や関心が

失われ、食べること自体も好きではなくなるのではないかと考えた。 

このことから、食事の時間が楽しいと感じることができれば、食を楽しもうとする心が
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はぐくめると考え、この視点に指導の重点を置いた。         

まず低学年では、クイズなどを通して、日ごろ食べている食品について知ったり野菜に

ついて知ったりして食に対する興味・関心を高めるような指導を行った。 

中学年では、体験活動を取り入れながら友達と仲良く食べることの大切さに気付かせる

ことや食べ物の働きについて理解する指導を行った。 

高学年では、ブレインストーミングや栄養のバランスについて考えられる教材を取り入

れながら、人とのかかわりの中で楽しく食事をする大切さに気付き、自分の食事の仕方を

振り返り、これから楽しくおいしく食事をしようとする意欲をもたせる指導を行った。 

【実証授業例 特別活動（学級活動）】 

 題材名 第５学年「楽しい！おいしい！食事」 

 ねらい 

  ・「楽しい！おいしい！食事」にするにはどうすればよいのか理解する。 

  ・自分たちの給食の様子から、楽しくおいしく食事をするための方法を見いだす。 

学習計画 

 時 教科等 単元名・題材名及び学習活動 評  価 

１ 体育 

（保健領域） 

注）４時間扱

いの１時間 

単元名「心の健康」 

・心は年齢とともに発達することを知り、

今の心を発達させる方法を考える。 

・心を発達させるために、自分の生活をど

のように改善すればよいか見付けること

ができる。 

２ 

３ 

  

家庭科  単元名「見つめようわたしたちの食生活」 

・調和のとれた食事の取り方が分かる。 

・健康のことを考えて、いろいろな食品を

組み合わせて食べることの大切さを理解

している。 

４ 

５
 

特別活動 

（学級活動） 

題材名 

・楽しい！おいしい！食事(本時) 

・楽しいおいしい給食会を開こう(話合い)

・楽しくおいしい食事の方法を理解する。

・進んで話合いに参加できる。 

・自分ができることを発表できる。 

６ 給食指導 バイキング給食会  

③ 成果 

・ワークシートの記述や児童の変容から、児童の望ましい食習慣に関する意識が高まっ

たことを確認できた。  

・友達とかかわる場面を取り入れたことで、児童の様子や発言から友達の意見を共有す

るとともに自分の考えを深めることができた。 

    ・ワークシートに児童が自分の考えや思いを具体的に記述することで、教師がその内容

を基にして個に応じた指導を行うことができた。また、児童自身も今までの食生活を

振り返り、食の大切さに気付くことができた。   

④ 課題 

   ・１時間の授業の内容をさらに考え、学習計画の工夫をする必要がある。  

   ・児童の実践力を高めるには、単元にとどまらず他教科等との関連をさらに図り、また

学習の様々な場面や日常生活において継続的に指導していく必要がある。 
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(2)  中学校 

①  研究の視点との関連 

ア 食に関する正しい知識 

中学校では、小学校時に身に付けた知識に加え、家庭科では食材や栄養、バランスの

良い食事の大切さを学び、保健体育では体と心の発達を、その他にも理科や社会などの

教科において食に関する知識の積み重ねを行う。そして、それらの知識を生かす場とし

て、特別活動の学級活動においてリフレーミングを取り入れ、その中で個に応じた指導

を行った。また、班員同士の意見交換や、全体の発表などを通してその知識の定着を図

った。 

イ 食に関する興味・関心 

 本研究の調査から、食べることに興味がない生徒、食事を大切に考えられない生徒が

いる現状からも、個に応じた指導を通して食に関する興味・関心をもたせることは、重

要なことである。一方、給食指導や各教科だけでは網羅しにくい面もある。そこで本分

科会では、食材に焦点を絞り、食材に様々な感覚で触れさせることで、その食材への興

味・関心を高められるのではないかと考え、学級活動の時間に数多くの食材を使い諸感

覚で触れた感じを言葉で表現しあう活動を行った。それにより、これまであまり意識し

ないで食べていた食事に生徒の意識を向けさせ、互いに異なる食習慣をもつ生徒が、実

生活の中で望ましい食生活を実践できる力へとつながるのではないかと考えた。 

ウ  人とのかかわりの中で食を楽しもうとする心 

中学生の発達段階の特徴として、身体的、精神的成熟が促進し、家族、友人、仲間、

社会などの様々な人との人間関係を深め、自律的に自己形成が行われる時期である。そ

のため、中学生はこの時期に人とのかかわりの中で食が楽しくなるような体験を重ねる

ことが、今後の人生の中で、食を楽しもうとする心をもち続ける基礎につながると考え、

リフレーミングを取り入れるなど指導方法の工夫を行った。 

     

 

 

 

 

 

 

②  研究の概要 

   本分科会の実施した「食に対するアンケート」の結果によると、中学校全体の４分の１

の生徒が「食が楽しみではない」と回答している。この背景としては、食事の時間を通し

た人とのコミュニケーションがとれないことや、多忙な生活によって食にかかわろうとす

るだけの心のゆとりが減少していることが上げられるのではないかと予測され、それらが

食への関心の低下を招いているのではないかと考えた。これらの課題に対し、今までの給

食指導や他教科での指導とともに、特別活動の学級活動でそれぞれの食習慣の中で対応で

きるような個に応じた指導を行うことに重点を置いた。そして、小学校で培ってきた食に

リフレーミングとは・・・ 

 物ごとの意味を変えるために、その人が持っているフレーム（枠組）を変えることである。また、それ

によりその人の反応や行動も変わり、その人のリソース（資質）自体を変えるための働きかけでもある。

今回の実証授業では、班員が食べる役の人に対して食事が楽しくなるような雰囲気と、そうでない雰囲気

を作り、それぞれの立場や状況によって、食事のおいしさや楽しさに変化がありそうかについて話し合わ

せた。 
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関する正しい知識を実践する力をさらに育てることも目指した。活動では、まずは、学習

カードを使い自分自身の休日の食習慣について実態を把握し、好みや食材の偏りなどの課

題を発見させた。次に食材への興味をもたせるために諸感覚を使い食材の表現を試みたり、

その内容を他者の意見と交換させたりした。加えて、自らが進んでより良い食事の場の雰

囲気を作ることができること、一緒に食事をする人を気遣い楽しく食べることができるこ

とをねらいに、リフレーミングを取り入れた。また、これまでに習得した食や健康に関す

る知識を個に応じて応用できるようなワークシートを使った指導を取り入れた。 

【実証授業例 特別活動（学級活動）】 

 題材名 第１学年「食べ物と感覚」 

 ねらい 

  ・食材と体の感覚のかかわりを知り、食材に対して関心をもつ。 

・食事をとる雰囲気が楽しさやおいしさを左右することを知り、自分の行動を振り返る。 

学習計画 

 時 教科等 単元名・題材名及び学習活動 評  価 

 

１ 

・食材に興味をもつことができる。 

・食事には感覚の活用が必要だということ

を理解できる。 

 

２ 

特別活動 

（学級活動） 

  

題材名「食べ物と感覚」 

・食材を諸感覚で感じる実験を行う 

・食事には感覚を生かすことが大切である

ことを知る 

・食事の雰囲気をリフレーミング体験する

・食事には雰囲気が大切であることを知る

・より良い食事には雰囲気が必要であるこ

とを理解できる。 

 

 

③ 成果 

・ワークシートを活用した個に応じた指導を通して、食に関する正しい知識の定着させ

ることができた。また、一人一人が自分にあった望ましい食習慣についての現状を見

直し、改善の必要性を考えられるようになった。 

・諸感覚を使って食材を表現することで、これまでよりも食材に対する感覚が身近にな

り興味・関心を高めることができた。 

・体験を通してリフレーミングを行うことにより、楽しい食事の雰囲気をつくるために

は人とのかかわりが大切であるということを理解できた。 

・意見を交流したり発表したりすることで、知識の定着や相互理解を深めることができ、

互いの感覚を尊重しあうことの大切さが理解できた。 

④ 課題 

・各学年で、適切な時期に定期的に食に関する指導をすることが大切である。 

   ・生徒が興味・関心をもてるような教材作成をさらに考慮や工夫する必要がある。 

   ・生徒が素直な思いを記述できるようなワークシートの内容をさらに検討し、個に応じ

た指導をより一層充実させる。 
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(3) 高等学校 
① 研究の視点との関連 

ア 食に関する正しい知識 
望ましい食習慣を身に付けるためには、正しい知識が基盤となる。食事と健康や病気

との関係など、食に関する知識は家庭科や保健体育科の科目保健の授業を通して学習し

ている。その知識を自分の体や生活に合わせて活用し、一人一人が自分の食習慣を振り

返り改善するための方法を学べるソフトを作成した。 
イ 食に関する興味・関心 

毎日の生活の中で、特に意識することもなく繰り返す食事を普段と違った視点でとら

えさせることで、食への興味・関心を高めさせることができると考えた。そのために、

「味」以外の感覚や環境の工夫からおいしさの感じ方が変わること、その感じ方は個人

差があることを体験させるために、視聴覚機材を活用した個に応じた指導の工夫をした。 
ウ 人とのかかわりの中で食を楽しもうとする心 

高校生は自分の生活や好みに合わせた食事をする機会が増えるが、時間や心にゆとり

がなく、空腹を満たすためのみに食事をとっているという生徒も見られる。そこで、食

べることは体だけでなく心にとっても重要であるということを理解させ、人とコミュニ

ケーションを深め、楽しんで食事をすることができる力を付けさせたいと考えた。その

ために、ブレインストーミングを取り入れたグループ活動を行い、その中で個に応じた

指導を充実させることで、コミュニケーションを図りながら楽しい食事について考える

ことができるような工夫をした。 
② 研究の概要 

本調査の結果によると、高校生の 16%が「食事は楽しみな時間ではない」と答えている。

これは、食に対する関心の低さや、食事におけるコミュニケーション不足、食事に関する

時間や心にゆとりがないことなどが背景として考えられる。これらのことを踏まえ、生徒

一人一人に望ましい食習慣を身に付けさせるためには、小・中学校や教科で培ってきた食

に関する知識や技能を基に、食に関する興味・関心、食を楽しもうとする心をはぐくませ

ることに視点をあてた指導が必要であると考えた。 
【CD-ROM の作成】 

どのクラスの授業でも繰り返し使用できるように、作成した教材は CD-ROM に収めた。

CD-ROM は保健室に来室した生徒の個別指導用のソフトとしても活用できるようにした。 
この CD-ROM は、テーマを「楽しい！おいしい！食事」とし、「味」以外の感覚を使ってお

いしさを感じさせることにより食事の時間を楽しめるような内容のものと、自分の食習慣を振

り返る「食習慣チェック」の２つの構成とした。例えば、色によるおいしさの感じ方の違いに

ついては、同じ２枚の食べ物の写真がカラーと白黒とでは受けるイメージが異なるという体験

をさせ、音を使った感じ方の違いについては、クラシック音楽が流れているとき、鳥の鳴き声

が聞こえているとき、騒がしい騒音が聞こえているときなどで食事の雰囲気がどう変わるか体

験できるようにした。 
「食習慣チェック」は１０項目の質問からなり、思春期に大切な栄養の取り方について確認

ができる。質問やアドバイスの内容は簡潔にし、最後に結果を点数化して生徒自身が自分の食
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習慣の評価を客観的に知ることができるようにした。体調不良を訴えて来室した生徒のうち、

食習慣の乱れが背景にあると思われる生徒にパソコンを操作させ、結果をプリントアウトし個

別に保健指導を行うことで生活改善のきっかけとした。 
【実証授業 特別活動（ホームルーム活動）】 

題材名 第１学年「食を楽しむ心」  
ねらい 

・食事を体の感覚でとらえ、楽しみながら食事をしようとする意欲をもつことができる。 
・自らの食生活を振り返り、楽しくおいしい食事をするための方法を考えることができる。 
・楽しくおいしく食事をすることについて理解できる。 

学習計画 

 時 教科等 題材名及び学習活動 評  価 

 

１ 

 

２ 

特別活動 

（ホームルー

ム活動） 

  

題材名「食を楽しむ心」 

・パソコンを使用し、食事のおいしさを諸

感覚でとらえる体験をする。 

・自分の食習慣の振り返りや、ブレインス

トーミングを通して、楽しくおいしい食

事について理解する。 

・パソコンを使用し、食事のおいしさを諸

感覚でとらえることができる。 

・楽しくおいしく食事をすることの大切さ

を理解する。 

・自分で改善できることを考えることがで

きる 

 
 
 
 
 

【楽しい！おいしい！食事（色）】  【楽しい！おいしい！食事（音）】     【食習慣チェック】 
③ 成果 

・ チェックシートや授業を通して、一人一人が食器の色や場の雰囲気など環境にも気を

配るなど自分で工夫できることを考えさせることができた。 
・ CD-ROM を作成したことで、一人一人が食に関する正しい知識を定着させるとともに、

興味をもって積極的に授業に取り組むことができた。 
・ 養護教諭がティームティーチングで授業を行ったことで、食を通した健康づくりを働

きかけるきっかけとなった。また、授業後には保健室に食や健康に関する相談で来室

する生徒が増え、CD-ROM を活用した個別の指導につなげることができた。 
 ④ 課題 

・ CD-ROM は、他校種の授業や個別指導に広く活用できる内容の検討が必要である。 
・ 食に関する指導は、家庭環境による個人差があるために、相談活動など個別指導の

更なる充実が必要である。 

・ 学んだことを実践し継続することで進んで健康づくりに取り組めるよう、３年間を

通して指導していく必要がある。 

 

Check　４

たんぱく質を十分にとっていますか！？

オムレツ 納豆

1.とっている！

2.とっていない
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 (4)  養護学校 

① 研究の視点との関連 
ア 食に関する正しい知識 

家庭科や保健体育、職業などの授業で栄養バランスや健康管理、マナーなどについて

学習していることを踏まえ、自分に適した昼食選びを行えるように指導し、一人一人が

より適切に選択・行動することができるように取り組んだ。 
イ  食に関する興味・関心 

体験活動を通して食事内容や食事の場の雰囲気の大切さを明確に伝え、ワークシート

で個々の意見を確認しながら指導を行うことで、よりよい食事の仕方を明確化し、興味・

関心が高められると考えた。 
ウ 人とのかかわりの中で食を楽しもうとする心 

養護学校の児童・生徒は、自分の意志を的確に相手へ伝えたり、相手の思いを理解し

て行動したりすることが難しい場合がある。そこで、食事をする場面のロールプレイン

グを取り入れ、気分よく食事をする雰囲気を体験することで、一人一人が一緒に食事を

する楽しみを見出せるように授業を工夫した。 
② 研究の概要 

「食に対するアンケート」の結果から、食事の時間が楽しみでないという生徒が 10％程

度いることがわかった。食事内容にも偏りがあり、人とかかわりながら楽しんで食事をし

ようという意識は必ずしも高いとは言えない。この結果を具体的に提示することで、食を

通して心身ともに健康的に生活しようとする意識が高まると考えた。生徒がよりよい食事

の仕方をイメージしやすいように、栄養バランスや体の健康をねらいとした「からだ」と、

食事をする場の雰囲気や態度、人と楽しく食事をした時の充実感を味わうことをねらいと

した「こころ」の２つに分けて、高等部３年生に卒業後の食事について授業を行った。 
「からだ」では、一人一人が昼食をコンビニエンスストアで購入することを想定して資

料から食品を選び、バランスのよい組み合わせになるよう全員で考え理解を深めた。また

「こころ」では、食事を通して人との望ましいかかわり方を身に付けさせるために「職場

の人と気分よく昼食を食べる」という題でロールプレイングを行った。自分の食事の仕方

を振り返り、どのように感じたかを考えることで各自の課題に気付かせ、改善するための

目標を設定し、よりよい食事の仕方を意識付けるとともに、体験する時間を設け、実践力

を養った。個に応じて指導を行いながら全体でも思いを共有し、それぞれが生活の中で生

かしていこうとする意欲を高めることに重点を置いて指導を行った。 
 ③ 成果 

・体験活動を取り入れ個に応じた指導を行うことで、理解が不十分な部分を補うことが

でき、日常生活を振り返りながら自分で考え、選択・行動することができた。  
・全員で確認しながら進めることで、自分だけでなく、他の生徒の意見や行動も客観的 

に捉えることができた。 
④ 課題 

   ・考える時間は十分であったが、発表する時間をもっと増やし、深める必要がある。  
   ・今後も生徒が意欲的に取り組める授業内容の検討や、教材の研究が必要である。 
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Ⅲ 研究の成果と今後の課題 

１ 研究の成果 

  健康教育部会の「食に関する指導」分科会では、研究主題『望ましい食習慣をはぐくむた

めの指導の工夫』を受け、児童・生徒が食に関して自ら判断、選択、行動していく活動の積

み重ねを通して、望ましい食習慣をはぐくむことができると考え、研究を進めてきた。また、

児童・生徒が自分自身の食生活を振り返り改善していけるような指導内容、個の考えをグル

ープで深め、また個に返し応用できるような指導方法を工夫するなど、個に応じた指導の一

層の充実を図る研究に取り組んできた。 
(1) 調査研究を通して 

食への関心が高い児童・生徒ほど望ましい食習慣をもっており、食を楽しむ意識が高い児

童・生徒ほど積極的に食にかかわっていることが明らかになり、食に関する興味・関心を高

め、食を楽しもうとする心をはぐくむことが、望ましい食習慣の育成につながることを確認

することができた。 
(2) 研究の視点を通して   

①「食に関する正しい知識」 
ブレインストーミングを取り入れたり、CD-ROM などの教材を作成したりすることによ

り、児童・生徒が自分で正しい知識を導き出せるようにした。また、振り返りの活動を入

れたり、自己評価できるようなワークシートを工夫したりして、自分の食生活を振り返り、

改善する意欲をもたせるようにしたことは、児童・生徒が望ましい食習慣を送るための実

践力を身に付けさせるために有効であり、個に応じた指導の一層の充実につながるものと

なった。 
②「食に関する興味・関心」 

諸感覚などを使っての活動を取り入れたり、ビデオなどの学習教材を工夫してイメージ

をもたせやすくしたりすることにより、今まで食材や食事に対してあまり興味・関心をも

たなかった児童・生徒に変容が見られた。また、自分のもつ感覚で楽しみながら食事をと

ろうとする意欲が高まってきた。 
③「人とのかかわりの中で食を楽しもうとする心」 

友達とのかかわりの中で食べることは楽しいと感じられるようなグループ活動を取り入

れ、参加型・体験型の活動を行うことにより、児童・生徒に食に対するプラスのイメージ

をもたせ高めることができた。また、食を積極的に楽しもうとするには人とのかかわりが

大切であることを実感させるのに有効であった。 
以上のような取り組みが、児童・生徒が生涯望ましい食習慣を実践していくための基盤

作りにつながったと考える。   
２ 今後の課題 

  ・望ましい食習慣の形成には、学校における指導のみならず、家庭との連携が大切であり、

家庭への啓発を推進していかなければならない。 
・健康な生活を送るためには、健全な食習慣が不可欠である。学校においては、学習の様々

な機会や日常生活の中で継続的に指導していく必要がある。 
・食に関する指導の大切さを学校から発信し、家庭や地域に広げていきたい。 
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